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農
村
の
不
満
と
排
外
主
義
の
政
治
（
若
松 

邦
弘
）

二

　
　

第
五
節　

国
政
へ
の
拡
大

　
　

（
１
）
「
移
民
」
の
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
化

　
　

（
２
）
エ
リ
ー
ト
批
判
に
乗
っ
た
国
政
化

　
　

第
六
節　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
排
外
主
義
の
政
治

　

要
旨

　

本
稿
で
は
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
に
見
ら
れ
る
排
外
主
義
の
政
治
に
注
目
し
、
そ
の
起
源
を
明
ら
か
に
す
る
。
近
年
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

従
来
他
国
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
と
起
源
の
異
な
る
排
外
主
義
を
確
認
で
き
る
。
新
た
な
動
き
は
、
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
へ
の
対

抗
と
し
て
文
化
的
巻
き
返
し
が
見
ら
れ
る
大
都
市
圏
で
は
な
く
、
農
村
地
域
に
顕
著
で
あ
る
。
農
村
の
政
治
で
は
歴
史
や
伝
統
、
聖
俗

の
在
り
方
を
め
ぐ
る
競
争
が
し
ば
し
ば
重
要
で
あ
り
、
現
状
の
能
動
的
な
変
革
よ
り
侵
略
へ
の
受
動
的
な
防
衛
と
の
保
守
的
な
性
格
が

現
れ
る
。
こ
う
し
た
農
村
政
治
の
文
化
的
な
特
徴
が
、
大
都
市
と
の
構
造
的
な
経
済
格
差
を
背
景
と
す
る
エ
リ
ー
ト
批
判
と
い
う
不
満

を
背
景
に
、
国
政
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
の
排
外
主
義
の
政
治
は
同
国
に
特
徴
的
な
一
次
元
の
経
済
の
政
治
を
媒
介
と

し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
多
次
元
の
政
党
間
競
争
の
な
か
の
文
化
の
政
治
と
は
異
な
る
趣
を
示
す
。
国
内
で
地
理
的
に
偏

在
す
る
経
済
の
盛
衰
と
無
関
係
で
は
な
い
事
象
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

排
外
主
義
、
農
村
性
、
疲
弊
／
排
除
、
政
治
的
疎
外
、
エ
リ
ー
ト
批
判
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三

　

第
一
節　

農
村
で
の
排
外
主
義

　

二
〇
一
六
年
の
国
民
投
票
か
ら
二
〇
一
九
年
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
決
定
に
至
る
「
ブ
レ
グ
シ
ッ
ト
」
の
過
程
で
イ
ギ
リ
ス
の
排
外
的
な
政
治

は
頂
点
に
達
し
た
。
左
右
か
ら
の
不
寛
容
が
拡
大
し
、
同
国
の
政
党
政
治
そ
し
て
社
会
は
離
心
的
な
傾
向
を
強
め
た
。
移
民
や
人
種
・

民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
排
斥
性
を
伴
う
言
及
が
同
国
で
の
排
外
主
義 (xenophobia) 

の
新
た
な
拡
大
を
示
し
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
そ
こ
に
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
の
関
係
も
と
り
ざ
た
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
排
外
主
義
に
つ
い
て
、
主
因
を
国
民
投
票
以
来
の

離
脱
支
持
の
運
動
や
そ
の
主
張
の
み
に
帰
す
こ
と
は
妥
当
で
な
か
ろ
う
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
の
排
外
主
義
の
拡
大
は
国
民
投
票
に
先
立
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
例
え
ば
移
民
に
対
す
る
攻
撃
と
そ
の
正
当
化
は
以
前
か

ら
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
悪
弊
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
社
会
を
分
断
さ
せ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
や
排
斥
的
で
攻
撃
的
な
罵
声
が
国
民
投
票
の
は

る
か
前
か
ら
見
ら
れ
た
。
主
要
政
党
の
政
治
家
や
閣
僚
の
言
動
で
も
排
外
的
な
印
象
を
与
え
る
も
の
に
枚
挙
の
い
と
ま
は
な
い
。
古
い

と
こ
ろ
で
は
オ
ズ
ボ
ー
ン
、
パ
ウ
エ
ル
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
、
近
年
で
は
ブ
レ
ア
、
ハ
ワ
ー
ド
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
、
コ
ー
ビ
ン
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、

リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
と
、
党
派
を
問
わ
ず
名
前
が
あ
が
る
。

　

こ
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
排
外
的
言
動
の
原
因
を
人
種
主
義
の
感
情
の
み
に
求
め
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
ま
た
、
排
外
的
な
政

治
が
人
種
・
民
族
的
に
多
様
な
環
境
に
固
有
の
事
象
と
す
る
の
も
正
し
く
な
い
。
二
〇
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
で
懸
念
さ
れ
た
国
民
戦

線 (N
ational Front) 

に
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
党 (B

ritish N
ational Party

、
以
下
随
時
Ｂ
Ｎ
Ｐ) 

に
し
て
も
、
多
人
種
・
多
民
族
的
な

都
市
部
で
台
頭
し
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
や
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
リ
バ
プ
ー
ル
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
な
ど
の
大
都
市
圏
や
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
、
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ズ
の
中
核
都
市
あ
る
い
は
鉱
工
業
地
帯
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
支
持
が
従
来
は
局
所
的
で
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
に
概
ね
限
ら

れ
て
い
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
し
か
し
い
ま
や
、
そ
う
し
た
勢
力
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
防
疫
線
は
崩
れ
、
排
外
的
な
主
張
や
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四

動
き
の
主
流
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
は
都
市
の
急
進
主
義
で
な
く
、
農
村
の
保
守
主
義
に
起
因
す
る
動
き
も
無
視
で
き
な
く
な
っ

て
い
る

（
１
）

。
イ
ギ
リ
ス
で
は
連
合
王
国
独
立
党 (U

nited K
ingdom

 Independence Party

、
以
下
随
時
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ) 

、
他
国
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
フ
ィ
ン
人
党
、
ド
イ
ツ
の
「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
代
替
肢
」
な
ど
、
近
年
い
く
つ
か
の
国
で
排
外
性
を
指
摘
さ
れ
、
か
つ
大
都
市
の

外
で
支
持
を
拡
大
す
る
勢
力
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
排
斥
的
、
分
断
的
な
政
治
の
拡
大
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
高
ま
っ
た
社
会
的
に
リ
ベ
ラ
ル
な
思
潮

や
政
治
に
対
す
る
反
動
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
来
の
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
は
、
そ
の
リ
ベ
ラ
ル
性
に
対
抗
す
る
勢

力
の
動
員
を
「
文
化
的
巻
き
返
し

（
２
）

」
と
し
て
導
い
て
い
る
と
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
排
斥
的
要
素
を
伴
う
反
動
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
冒

頭
の
〇
〇
年
代
後
半
に
一
時
到
来
し
た
リ
ベ
ラ
ル
な
時
代
の
後
に
続
く
時
期
の
動
き
と
理
解
で
き
る
。
こ
う
し
た
社
会
文
化
的
な
揺
り

戻
し
に
つ
い
て
は
、
よ
り
直
近
に
生
じ
た
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
求
め
る
世
論
の
動
員
と
の
関
係
も
無
視
で
き
な
い
。
そ
れ
ま
で
潜
在
的
で
あ
っ

た
社
会
的
な
保
守
性
が
顕
在
化
し
た
こ
と
で
、
政
治
社
会
に
お
け
る
「
保
守 

対 

リ
ベ
ラ
ル
」
と
い
う
対
立
が
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
理
解
は
近
年
の
排
外
主
義
の
拡
大
を
説
明
す
る
一
方
で
、
そ
の
農
村
へ
の
広
が
り
あ
る
い
は
農
村
で
の
発
生
可
能
性
に

つ
い
て
の
説
明
に
難
を
抱
え
る
。
排
斥
の
広
が
り
は
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
主
た
る
舞
台
で
あ
る
大
都
市
に
限
定
さ
れ
な
い
。
各
地

で
生
じ
て
い
る
動
き
を
都
市
か
ら
の
波
及
（
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
）
と
見
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
時
期
は
異
な
る
が
、
か
つ
て

北
欧
諸
国
の
反
税
政
党
の
形
成
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
な
農
村
か
ら
都
市
へ
と
い
う
逆
方
向
の
可
能
性
も
伺
え
る
。
新
た
な
補
完
的
な
説

明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
非
都
市
部
に
お
け
る
排
外
性
の
拡
大―

―

排
外
勢
力
の
台
頭
が
ど
こ
か
ら
生
じ
、
ど
の
よ
う
に
展

開
し
た
か―

―

を
「
文
化
的
巻
き
返
し
」
の
指
摘
に
留
意
し
な
が
ら
、
主
に
既
存
研
究
の
サ
ー
ベ
イ
を
も
と
に
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て

検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
近
年
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
社
会
的
保
守
の
拡
大
を
、
半
世
紀
前
に
起
源
を
辿
る
こ
と
の
で
き
る
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
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五

を
と
り
あ
げ
、
そ
の
直
接
的
な
反
動
と
み
る
こ
と
は
難
し
い
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
差
異
と
し
て
考
え
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
オ
ラ
ン
ダ
や

ド
イ
ツ
な
ど
と
異
な
り
、
二
〇
一
〇
年
代
に
入
る
時
点
で
も
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
が
政
党
政
治
に
根
付
い
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

環
境
保
護
勢
力
に
し
て
も
、
右
派
の
急
進
勢
力
に
し
て
も
、
国
政
で
の
議
席
獲
得
の
壁
は
厚
い
ま
ま
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
グ
リ
ー

ン
が
二
〇
一
〇
年
に
下
院
で
一
議
席
を
獲
得
し
。
そ
の
議
席
を
今
日
ま
で
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
サ

プ
ラ
イ
サ
イ
ド
の
説
明
と
し
て
、
政
治
制
度
と
く
に
選
挙
制
度
か
ら
の
制
約
に
よ
る
慣
性
、
さ
ら
に
そ
こ
に
起
因
す
る
敵
対
的
政
治
や

経
済
を
め
ぐ
る
一
次
元
の
政
治
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
な
特
徴
は
、
そ
の
政
治
が
大
陸
諸
国
と
性
格
を
異
に
す
る
こ
と
を
示
唆
す

る
。
大
陸
諸
国
で
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
が
多
少
の
波
を
見
せ
な
が
ら
も
、
漸
進
的
に
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
主
流
化
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
状
況
は
異
な
る
。

　

二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
、
そ
う
し
た
歴
史
制
度
的
な
慣
性
が
突
如
と
し
て
弱
ま
る
改
革
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
近
年
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
排
斥
の
政
治
の
台
頭
に
は
、
大
陸
諸
国
の
主
流
と
は
別
の
経
路
が
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
経
路
を
、
一
つ
に
、
二
〇
一
〇
年
代
の
政
治
社
会
の
構
造
、
二
つ
に
、
そ
う
し
た
政
治
を
も
た
ら
し
た
政
治
過
程
か
ら
、
各
分

野
の
既
存
研
究
の
指
摘
を
も
と
に
考
え
る
。
な
ぜ
、
イ
ギ
リ
ス
で
二
〇
一
〇
年
代
に
排
斥
の
政
治
が
急
に
噴
出
し
た
の
か
、
ど
こ
に
他

国
と
異
な
る
固
有
性
を
見
い
だ
せ
る
か
が
焦
点
で
あ
る
。
導
入
と
し
て
の
本
章
（
第
一
章
）
に
続
き
、
第
二
章
で
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
排
斥
、
と
く
に
近
年
の
「
移
民
」
に
対
す
る
排
斥
の
現
状
と
、
東
欧
か
ら
の
流
入
へ
の
注
目
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
確
認
す
る
。
そ
の

上
で
、
第
三
章
で
、
排
斥
を
導
く
要
因
と
し
て
社
会
的
な
不
満
に
注
目
し
、
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
構
造
的
な
変
化
を

検
討
す
る
。
第
四
章
で
は
、
そ
う
し
た
変
化
が
農
村
社
会
に
与
え
た
影
響
を
念
頭
に
、
農
村
で
の
社
会
関
係
に
特
徴
的
な
、
都
市
と

は
異
な
る
自
他
文
節
の
図
式
を
考
え
る
。
そ
の
上
で
、
第
五
章
で
は
、
そ
う
し
た
図
式
が
農
村
か
ら
国
政
に
拡
大
し
、
近
年
に
至
り
、

「
東
欧
系
」
に
対
す
る
排
斥
の
背
景
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
最
終
の
第
六
章
で
本
稿
の
議
論
を
ま
と
め
る
。
イ
ギ

76



農
村
の
不
満
と
排
外
主
義
の
政
治
（
若
松 

邦
弘
）

六

リ
ス
に
お
け
る
排
斥
の
政
治
の
展
開
を
こ
の
よ
う
な
経
路
の
な
か
に
確
認
す
る
こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
か
ら
文
化
的
巻
き
返

し
に
至
る
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
過
程
に
、
派
生
的
な
特
徴
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
排
斥
の
政
治
は

一
九
八
〇
年
代
の
農
村
地
帯
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
タ
ウ
ン
に
も
う
一
つ
の
有
力
な
起
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
節　

排
斥
の
現
状

　

（
１
）
東
欧
系
に
対
す
る
攻
撃

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
が
問
わ
れ
た
二
〇
一
六
年
の
国
民
投
票
と
そ
れ
に
続
く
混
乱
の
な
か
で
、
東
欧
や
世
界
各
地
か
ら

入
っ
て
く
る
移
民
に
対
す
る
敵
意
や
攻
撃
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
。
国
民
投
票
後
も
襲
撃
事
件
が
相
次
ぎ
、
東
欧
系
は
悪
化
す
る
人
種

関
係
に
よ
る
被
害
の
主
役
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
東
欧
出
身
の
人
々
に
イ
ギ
リ
ス
世
論
が
注
目
し
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か

ら
で
あ
る
。
多
く
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
流
入
で
あ
り
、
雇
用
を
求
め
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
航
し
て
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
国
立
統

計
局 (O

ffi
ce for N

ational Statistics) 

に
よ
る
と
、
国
民
投
票
時
の
二
〇
一
六
年
六
月
に
は
、
東
欧
の
Ｅ
Ｕ
一
〇
か
国
の
国
民
が
全
国
に

合
わ
せ
て
二
〇
〇
万
人
住
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
出
生
地
別
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
者
が
最
大
の
勢
力
で
、
八
八
万
を
数
え
る
。

こ
の
数
は
イ
ギ
リ
ス
居
住
者
の
海
外
の
出
生
国
と
し
て
長
い
間
最
大
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
を
上
回
っ
て
い
る
。
一
〇
か
国
で
こ
れ
に
次
ぐ

の
は
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身
の
二
六
万
、
リ
ト
ア
ニ
ア
出
身
の
一
六
万
で
あ
る

）
（
（

。

　

こ
の
東
欧
系
を
含
め
、
急
激
な
海
外
か
ら
の
人
口
流
入
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
頃
の
労
働
移
民
の
解
禁
に
起
因
す
る
。
Ｅ
Ｕ
新
規

加
盟
国
の
国
民
に
対
す
る
国
内
労
働
市
場
の
開
放
（
二
〇
〇
四
年
）
を
経
て
、
「
移
民
」
は
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
大
き
な
争
点
に
な
っ
た
。
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七

急
激
な
流
入
と
の
認
識
に
規
制
の
是
非
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
急
増
し
た
国
外
か
ら
の
労
働
力
は
、
こ
の
間
の
イ

ギ
リ
ス
経
済
の
好
調
を
背
景
に
、
二
〇
一
〇
年
代
に
入
る
こ
ろ
ま
で
、
文
字
通
り
労
働
力
と
し
て
の
「
移
民
」
と
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
な
か
で
焦
点
と
な
る
の
は
労
働
力
調
達
と
い
う
文
脈
で
の
流
入
数
の
管
理
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
注
目
は
や
が
て
、
流
入
先

の
各
地
域
に
お
け
る
社
会
関
係
へ
と
変
わ
り
、
人
種
・
民
族
の
含
意
を
帯
び
た
「
東
欧
系 (East Europeans)

」
と
い
う
呼
称
で
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
や
文
化
の
観
点
を
触
発
す
る
争
点
に
転
化
、
人
種
関
係
の
悪
化
と
い
う
文
脈
で
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
労
働
力
と
し

て
の
関
心
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
絡
み
の
関
心
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
数
が
懸
念
さ
れ
る
「
移
民
」
が
排
斥
の
対
象
と
し
て
の

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
」
や
「
東
欧
系
」
に
変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
が
注
目
さ
れ
る
（
こ
の
詳
細
は
第
五
節
で
検
討
す
る
）
。

　

も
と
も
と
「
移
民
」
を
め
ぐ
る
懸
念
は
イ
ギ
リ
ス
で
長
い
間
く
す
ぶ
っ
て
き
た
。
「
反
移
民
」
の
風
潮
は
人
種
主
義
や
フ
ァ
シ
ズ
ム

と
関
係
し
て
い
る
と
の
見
方
も
少
な
く
な
い

）
（
（

。
こ
れ
に
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
ア
フ
ロ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
系
や
ア
ジ
ア
系
の
住
民
に
対
す

る
排
斥
が
社
会
進
化
論
を
用
い
て
階
級
関
係
を
正
当
化
し
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
か
ろ
う

）
（
（

。
一
方
で
、
そ
う
し
た
排
外
的
、
攻
撃

的
な
姿
勢
が
人
種
主
義
と
い
う
原
初
的
で
根
源
的
な
要
素
の
独
占
物
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
国
民
投
票
の
「
離
脱
」
運
動
も
、「
移
民
」

に
対
す
る
排
除
的
な
言
及
も
、
原
因
が
す
べ
て
人
種
主
義
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
排
斥
性
を
よ
り
構
築
的
で
状
況
的
な
性
格
と
し
て

と
ら
え
る
説
明
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
、
Ｅ
Ｕ
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
も
、
政
治
的
右
派
に
し
ば
し
ば
つ
な
が
る
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
的
な
見
方
が
あ
る
こ
と
と
同
時
に
、
例
え
ば
、
政
治
的
な
左
派
の
一
部
に
欧
州
懐
疑
的
な
見
方
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
Ｅ
Ｕ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ス
ト
的
な
経
済
政
策
に
対
す
る
不
満
で
あ
る
。
こ
れ
は
左
派
の
離
脱 (Left-exit) 

、
い
わ
ゆ
る
「
レ

ク
シ
ッ
ト (Lexit)

」
と
呼
ば
れ
る
立
場
で
、
イ
ギ
リ
ス
共
産
党
や
モ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
紙 (M

orning Star) 

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る

）
（
（

。

レ
ク
シ
ッ
ト
は
Ｅ
Ｕ
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
や
帝
国
主
義
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
解
体
し
た
い
と
考
え
て
い
る

）
（
（

。
こ
う
考
え
る
と
、
イ

ギ
リ
ス
の
有
権
者
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
の
是
非
を
議
論
し
投
票
し
た
理
由
に
は
、
移
民
へ
の
懸
念
や
主
権
の
回
復
以
外
に
も
、
経
済
、
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八

労
働
者
の
権
利
や
賃
金
、
医
療
・
社
会
福
祉
に
関
わ
る
懸
念
な
ど
、
無
数
の
要
素
が
挙
が
ろ
う
。

　

別
の
角
度
か
ら
見
る
と
、
移
民
の
「
制
限
」
に
は
、
自
身
が
排
斥
の
対
象
と
な
り
が
ち
で
あ
る
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
か
ら

の
支
持
も
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
「
制
限
」
を
人
種
主
義
に
よ
る
排
斥
と
と
ら
え
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
と
く

に
近
年
の
「
移
民
」
へ
の
懸
念
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
の
人
々
に
対
す
る
排
除
も
伴
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
欧
州
各
国
か
ら
の
流

入
の
動
き
が
歴
史
の
中
で
断
続
的
に
あ
り
な
が
ら
も
、
戦
間
期
以
降
、
そ
れ
が
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
東

欧
か
ら
の
流
入
を
規
模
と
し
て
見
る
と
、
今
日
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
む
し
ろ
陸
続
き
の
大
陸
諸
国
の
ほ
う
が
明
ら
か
に
大
き
い
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
の
国
々
で
東
欧
系
に
対
す
る
反
発
は
イ
ギ
リ
ス
ほ
ど
顕
著
で
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
な
ぜ
東
欧
系
へ
の
排
斥
が
生
じ
る
の

か
。
そ
こ
に
は
、
政
治
に
お
け
る
「
反
Ｅ
Ｕ
」
争
点
と
の
結
び
つ
き
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
固
有
の
事
情
を
推
察
で
き
る
。
以
下
で
検
討
す

る
よ
う
に
、
政
治
問
題
化
の
過
程
が
重
要
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
「
反
移
民
」
の
動
き
の
す
べ
て
が
人
種
主
義
と
無
関
係
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
同
様
に
、
国
民
投
票
で
の
「
残
留
」

の
運
動
が
す
べ
て
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
り
、
多
文
化
主
義
志
向
で
あ
る
と
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
適
切
で
な
か
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

近
年
の
排
斥
機
運
の
高
ま
り
と
人
種
主
義
と
の
関
係
は
単
純
で
な
い
。
し
か
し
、
近
年
の
「
移
民
」
へ
の
懸
念
を
見
る
限
り
、
排
斥
に

至
る
因
果
的
な
鎖
に
つ
い
て
従
来
と
異
な
る
解
釈
が
必
要
な
よ
う
で
あ
る
。

　

（
２
）
国
民
投
票
前
後
の
状
況

　

国
民
投
票
の
時
期
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
排
斥
的
な
動
き
は
懸
念
さ
れ
る
水
準
に
あ
る
。
警
察
署
長
協
議
会
（N

ational Police 

C
hiefs’ C

ouncil

）
は
、
国
民
投
票
直
後
の
四
日
間
（
二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
～
二
六
日
）
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
の
通
報
が
そ
の
四
週

間
前
よ
り
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
と
す
る

）
（
（

。
オ
ピ
ニ
ウ
ム
社 (O

pinium
) 

の
世
論
調
査
も
、
人
種
主
義
に
直
面
し
た
こ
と
が
あ
る
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九

人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
、
国
民
投
票
前
の
二
〇
一
六
年
一
月
の
調
査
の
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
、
二
〇
一
九
年
二
月
か
ら
三

月
の
調
査
で
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
見
知
ら
ぬ
人
に
狙
わ
れ
た
と
答
え
た
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
割
合
も
同
期
間
に
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
昇
、
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
人
種
差
別
は
同
じ
く
二
倍
以
上

の
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
生
活
の
な
か
で
、
人
を
怒
鳴
り
つ
け
た
り
、
移
民
に
つ
い
て
否
定
的
な
コ
メ
ン
ト
を
し
た

り
、
人
種
差
別
的
な
コ
メ
ン
ト
を
冗
談
の
よ
う
に
言
う
の
を
聞
い
た
と
す
る
人
の
数
も
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
る

）
（
（

。
こ
の
調
査

結
果
を
報
道
し
た
全
国
紙
の
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン (The G

uardian) 

は
、
「
人
種
主
義
者
が
あ
か
ら
さ
ま
な
罵
倒
や
差
別
を
行
う
こ
と
に
自
信

を
持
ち
つ
つ
あ
る
」
と
書
い
て
い
る

）
（1
（

。

　

被
害
者
で
は
、
人
口
の
多
さ
も
あ
っ
て
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
が
最
多
で
あ
る
。
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
は
国
民
投
票
後
の
二
〇
一
六
年
夏

に
ロ
ン
ド
ン
駐
在
の
全
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
大
使
館
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
国
民
投
票
後
の
排
斥
事

件
で
は
被
害
者
の
大
半
が
東
欧
か
ら
の
人
々
で
あ
る

）
（（
（

。
回
答
し
た
一
七
大
使
館
の
ほ
ぼ
半
数
が
Ｅ
Ｕ
国
民
投
票
後
の
一
二
週
間
で
ヘ
イ

ト
ク
ラ
イ
ム
が
増
加
し
た
と
し
て
い
る
。
各
国
大
使
館
に
報
告
さ
れ
た
こ
の
期
間
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
計
六
〇
件
の
う
ち
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
大
使
館
・
領
事
館
に
よ
る
も
の
は
、
八
件
の
襲
撃
事
件
を
含
め
、
三
一
件
に
上
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
大

使
館
も
多
く
の
件
数
を
報
告
し
て
い
る
も
の
の
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
対
す
る
襲
撃
件
数
は
ほ
か
全
て
の
国
の
合
計
よ
り
多
い
。

　

排
斥
の
形
態
は
物
理
的
な
暴
力
だ
け
で
な
い
。
む
し
ろ
、
地
下
鉄
や
バ
ス
で
の
中
傷
な
ど
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
典
型
例
で
あ
る

）
（1
（

。
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
の
ハ
ン
テ
ィ
ン
ド
ン (H

untingdon) 

で
は
、
「
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
し
よ
う
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
害
獣 (verm

in) 

は
も
う
い
ら

な
い
」
と
書
い
た
カ
ー
ド
が
出
回
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、
英
語
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
よ
る
人
種
主
義

的
な
落
書
き
が
な
さ
れ
た

）
（（
（

。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
つ
い
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
を
置
き
、
イ
ギ
リ
ス
の
東
欧
系
に
生
活
支
援
を
行
う

団
体
で
あ
る
「
東
欧
人
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー (East European R

esource C
entre)

」
の
所
長
、
バ
ー
バ
ラ
・
ド
ロ
ズ
ド
ウ
ィ
ッ
チ (B

arbara 
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一
〇

D
rozdow

icz) 

は
、
ド
イ
ツ
の
公
共
放
送
ド
イ
チ
ェ
・
ベ
レ (D

eutche W
elle) 

の
取
材
に
、
「
東
欧
系
に
対
す
る
こ
の
種
の
非
友
好
的
な
態

度
は
あ
る
程
度
、
常
態
化
」
し
て
お
り
、
「
そ
れ
は
数
年
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
」
と
し
つ
つ
も
、
国
民
投
票
以
降
、
「
人
種
主
義
的
な

攻
撃
は
明
ら
か
に
増
加
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る

）
（（
（

。

　

一
方
で
、
近
年
、
拡
大
し
て
い
る
排
斥
で
は
、
対
象
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
や
東
欧
系
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

直
近
の
入
国
者
と
イ
ギ
リ
ス
に
長
く
暮
ら
し
定
住
し
て
い
る
人
々
は
、
こ
の
点
で
ほ
と
ん
ど
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
国
民
投
票
の
運
動

中
と
そ
の
後
に
急
増
し
た
排
斥
の
動
き
は
、
非
欧
州
系
の
流
入
者
や
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
も

向
け
ら
れ
て
い
る
。
警
察
へ
の
通
報
数
な
ど
二
〇
一
六
年
の
人
種
的
・
宗
教
的
な
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
の
増
加
は
、
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
が

少
な
く
な
い
ア
フ
ロ
カ
リ
ビ
ア
ン
系
や
ア
ジ
ア
系
な
ど
に
も
確
認
さ
れ
る

）
（（
（

。
な
か
で
も
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
強
い
排
斥
の
対
象
と
な
っ
て

い
る

）
（（
（

。

　

第
三
節　

社
会
関
係
の
な
か
の
排
斥

　

（
１
）
白
人
労
働
者
階
級
の
人
種
主
義
か

　

イ
ギ
リ
ス
で
移
民
に
対
す
る
敵
対
の
感
情
は
し
ば
し
ば
「
白
人
の
労
働
者
階
級
」
と
紐
つ
け
ら
れ
て
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
白
人
が
外

か
ら
の
侵
略
に
晒
さ
れ
て
い
る
と
い
う
人
種
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
古
く
か
ら
あ
り
、
そ
れ
を
歴
史
の
中
で
構
築
し
た
植
民
地
主
義
が

解
体
し
た
後
の
現
在
も
、
「
白
人
性 (w

hiteness)

」
は
人
種
階
層
の
最
上
位
に
残
っ
て
い
る

）
（（
（

。
し
か
し
、
排
斥
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
社
会

関
係
で
は
経
済
的
な
要
因
が
重
要
で
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
国
民
投
票
の
際
の
離
脱
支
持
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
人
種
主
義
的
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一
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な
嫌
悪
に
関
係
す
る
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
も
の
と
す
る
の
は
極
論
で
あ
ろ
う
。

　

人
種
関
係
の
緊
張
は
し
ば
し
ば
雇
用
や
住
居
、
福
祉
を
め
ぐ
る
格
差
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
多
く
の
実
証
的
な
政
策
研
究
か

ら
示
さ
れ
て
き
た

）
（（
（

。
人
種
や
民
族
な
ど
生
得
的
な
個
人
の
属
性
よ
り
、
経
済
社
会
的
な
疲
弊
や
政
策
的
な
瑕
疵
な
ど
環
境
や
状
況
が
重

要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
実
の
政
治
は
、
国
政
を
担
当
し
う
る
保
守
党
に
し
て
も
労
働
党
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
貧
困
や
不
平
等
に

対
処
す
る
こ
と
へ
の
意
欲
や
関
心
を
欠
き
が
ち
で
あ
る
。
疲
弊
や
瑕
疵
を
放
置
し
な
が
ら
、
か
わ
り
に
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
ス
ケ
ー

プ
ゴ
ー
ト
を
探
す
。
外
か
ら
の
「
移
民
」
は
こ
う
し
た
政
治
の
怠
慢
に
都
合
の
よ
い
存
在
で
あ
る
。
一
方
で
、
経
済
社
会
的
な
疲
弊
は

地
域
社
会
で
経
済
的
に
劣
位
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
し
が
ち
で
あ
る

）
（（
（

。
そ
う
い
っ
た
経
済
的
な
剥
奪
や
不
利
益
の
点

に
お
い
て
、
労
働
者
階
級
と
い
う
階
級
が
、
そ
の
不
満
の
大
き
さ
を
も
っ
て
し
ば
し
ば
排
斥
の
主
体
と
見
ら
れ
非
難
さ
れ
て
き
た

）
11
（

。
国

民
投
票
期
に
噴
出
し
た
移
民
に
否
定
的
な
政
治
や
メ
デ
ィ
ア
の
言
説
も
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
「
新
た
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
、
既
存
の
白

人
労
働
者
階
級
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
の
主
た
る
要
因
と
構
築
す
る
」
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ガ
ー
ナ
ー

）
1（
（

）
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
緊
張

や
分
断
に
加
担
し
た
。

　

「
白
人
労
働
者
階
級
」
に
よ
る
「
移
民
」
の
排
斥
と
い
う
理
解
図
式
に
は
、
植
民
地
時
代
の
手
法
と
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
分
割
統
治

の
投
射
を
伺
え
る
。
労
働
者
階
級
は
蔑
称
に
よ
り
「
チ
ャ
ブ (C

havs)

」
、
「
パ
キ (Pakis)

」
、
「
ポ
ー
ル (Poles)

」
な
ど
に
分
か
た
れ
、
相

互
に
対
立
を
強
い
ら
れ
て
い
る

）
11
（

。
近
年
の
移
民
も
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
も
、
少
な
か

ら
ぬ
部
分
は
労
働
者
で
あ
り
、
生
活
で
の
苦
境
と
政
治
・
経
済
エ
リ
ー
ト
に
対
す
る
怒
り
を
白
人
の
労
働
者
と
共
有
し
て
い
る
。
し
か

し
、
両
者
の
経
済
的
な
利
益
は
し
ば
し
ば
対
置
さ
れ
る

）
1（
（

。
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
が
白
人
労
働
者
階
級
の
若
者
を
揶
揄
す
る
「
チ
ャ
ブ
」
と
の

蔑
み
は
貧
困
に
苦
し
む
白
人
性
を
体
現
し
、「
汚
い
白
人 (filthy W

hite)

」（
イ
モ
ー
ジ
ェ
ン
・
タ
イ
ラ
ー
）
の
人
種
主
義
者
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
具
現
化
し
て
い
る

）
1（
（

。
白
人
の
労
働
者
階
級
を
根
源
的
な
「
人
種
主
義
者
」
と
と
ら
え
る
見
方
は
メ
デ
ィ
ア
で
構
築
、
流
布
さ
れ
て
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二

お
り
、
そ
の
他
の
人
々
に
そ
れ
ぞ
れ
付
さ
れ
る
ス
テ
ィ
グ
マ
化
さ
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
同
様
に
増
幅
さ
れ
て
い
る
。

　

「
人
種
主
義
者
」
と
の
レ
ッ
テ
ル
は
国
民
投
票
前
後
に
も
飛
び
交
っ
て
い
る
。
「
移
民
」
や
「
東
欧
系
」
に
対
す
る
排
斥
が
ま
す
ま
す

強
ま
る
な
か
、
そ
の
汚
名
は
離
脱
支
持
の
人
々
に
着
せ
ら
れ
、
そ
の
後
に
続
く
政
治
、
社
会
の
大
混
乱
の
首
謀
者
と
名
指
し
さ
れ
た

）
1（
（

。

と
く
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
居
住
す
る
鉱
工
業
労
働
者
は
、
彼
ら
の
地
域
社
会
に
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
必
ず
し
も
多
く

な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
「
白
人
労
働
者
階
級
」
の
典
型
例
と
見
ら
れ
た

）
1（
（

。
労
働
党
の
強
固
な
地
盤
と
し
て
の
「
レ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
（
赤

い
壁
）
」
を
構
成
し
て
き
た
存
在
と
し
て
、
数
年
後
の
そ
の
壁
の
「
崩
壊
」
に
よ
っ
て
遡
及
的
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
人
々
で
あ
る
。

し
か
し
、
離
脱
支
持
の
中
心
が
白
人
の
労
働
者
階
級
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

第
一
に
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
は
、
階
級
と
い
う
点
で
概
ね
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
中
間
層
に
あ
た
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ド
ル
ク

ラ
ス
」
を
巻
き
込
ん
だ
事
件
で
あ
る
。
数
か
ら
み
れ
ば
、
離
脱
多
数
と
い
う
結
果
へ
の
貢
献
は
、
労
働
者
よ
り
も
こ
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス

の
ほ
う
が
大
き
い

）
1（
（

。
人
口
規
模
や
投
票
率
を
考
え
れ
ば
、
離
脱
支
持
者
の
大
半
は
労
働
者
以
外
で
あ
る
。
第
二
に
人
種
と
い
う
点
で
も
、

離
脱
支
持
者
が
白
人
の
労
働
者
階
級
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
支
持
す
る
根
拠
は
少
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
人
種
・
民
族
に
関
す
る
民

間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
ラ
ニ
ミ
ー
ド
財
団(R

unneym
ede Trust)

の
研
究
員
で
あ
る
ズ
バ
イ
バ
・
ハ
ク
は
、
全
国
で
ア
ジ
ア
系
の
三
分
の
一

が
離
脱
に
投
票
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
と
く
に
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
と
ロ
ン
ド
ン
の
北
部
・
西
部
で
は
一
部
の
地
区
で
す
べ
て
の
人

種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
割
合
で
離
脱
に
投
票
し
て
い
る

）
1（
（

。

　

離
脱
票
を
も
た
ら
し
た
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
「
取
り
残
さ
れ
た (left behind)

」
人
々
（
製
造
業
や
低
賃
金
で
働
く
可
能
性
が
高
い
半
熟

練
の
人
々
や
失
業
者
な
ど
）
は
白
人
に
限
定
さ
れ
な
い
。
排
斥
的
、
対
立
的
な
政
治
の
頂
点
と
な
っ
た
国
民
投
票
で
離
脱
を
支
持
し
た

人
々
と
そ
の
動
機
は
多
様
か
つ
複
雑
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
レ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
」
の
白
人
労
働
者
階
級
と
い
う
存
在
が
排
外

性
を
投
射
さ
れ
が
ち
な
離
脱
と
い
う
行
為
の
元
凶
と
責
め
ら
れ
て
き
た

）
1（
（

。
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三

　

人
種
関
係
に
つ
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
従
来
、
都
市
で
の
剥
奪
に
関
わ
る
社
会
関
係
、
す
な
わ
ち
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
と
の
関
係

の
な
か
で
の
労
働
者
階
級
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
す
構
図
が
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
地
方
の
都
市
部
や
バ
ー
ミ
ン

ガ
ム
の
市
街
地
、
ロ
ン
ド
ン
の
東
郊
と
い
っ
た
近
い
過
去
に
お
け
る
暴
動
の
発
生
地
や
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
な
ど
右
派
急
進
勢
力
の
支
持
の
強
さ

な
ど
か
ら
連
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
排
斥
の
政
治
の
主
た
る
担
い
手
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
階
級
ベ
ー
ス
で
言
え
ば
、
労

働
者
階
級
か
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
か
と
い
う
疑
問
が
そ
も
そ
も
あ
る
。

　

排
斥
と
い
う
点
で
は
、
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
有
権
者
に
も
Ｅ
Ｕ
諸
国
か
ら
の
流
入
に
対
す
る
懸
念
は
見
ら
れ
る
。
イ
ス

ラ
ム
教
徒
の
一
部
に
は
、
ト
ル
コ
へ
の
対
応
な
ど
Ｅ
Ｕ
の
も
と
で
の
欧
州
統
合
に
イ
ス
ラ
ム
嫌
悪 (Islam

ophobia) 

の
性
格
を
見
出
し
、

大
陸
欧
州
に
お
け
る
日
常
生
活
で
の
排
外
主
義
の
高
ま
り
と
極
右
の
憎
悪
が
イ
ギ
リ
ス
に
も
浸
透
し
て
く
る
と
恐
れ
る
声
が
あ
る

）
（1
（

。
ま

た
、
白
人
の
労
働
者
階
級
に
貼
ら
れ
て
き
た
「
人
種
主
義
者
」
の
レ
ッ
テ
ル
も
、
多
文
化
主
義
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
は
そ
の
多
く

が
都
市
部
の
労
働
者
地
区
の
実
践
で
あ
る
と
い
う
点
と
の
矛
盾
を
否
め
な
い
。
排
斥
的
、
対
立
的
な
政
治
の
参
加
者
は
階
級
、
人
種
を

ま
た
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
今
日
の
排
斥
の
感
情
や
運
動
は
、
階
級
を
ベ
ー
ス
と
し
た
過
去
の
労
働
運
動
と
過
程
を
異
に
す
る
。
今
日
の
感
情
や
運

動
は
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
導
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
を
出
す
に
は
、
国
民
投
票
で
最
も
欧
州
懐
疑
的
で
あ
っ

た
地
方
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
半
の
農
村
地
帯
や
そ
の
沿
岸
部
の
港
町
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
近
年
ま
で
地
域
経
済
を

第
一
次
産
業
で
支
え
て
き
た
地
帯
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
離
脱
支
持
の
大
き
さ
で
と
く
に
目
立
つ
の
は
、
北
海
に
面
し
た
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
中
部
の
大
農
業
地
帯
で
あ
る
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
地
方
や
そ
の
周
辺
の
自
治
体
で
あ
る
。
近
年
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
排
外
的
な
姿
勢
の

隆
盛
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
か
ら
の
展
開
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
状
況
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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一
四

　

（
２
）
社
会
的
な
不
満
か

　

排
斥
と
い
う
行
為
で
は
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
を
作
り
出
す
過
程
が
重
要
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
が
必
要
と
な
る
背
景

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
不
満
が
地
域
社
会
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
な
疲
弊
や
排
除
と
政
治
的

な
疎
外
の
在
り
方
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
疲
弊
と
排
除
で
あ
る
が
、
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
で
最
大
の
社
会
的
疲
弊
は
、
や
や
長
い
時
間
軸
を
と
る
と
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
期
以

来
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
八
〇
年
代
は
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
社
会
構
造
が
脱
工
業
化
と
サ
ッ
チ
ャ
リ

ズ
ム
の
も
と
変
化
し
た
一
〇
年
で
あ
る
。
そ
の
時
期
に
さ
か
の
ぼ
る
形
で
の
人
々
の
不
満
は
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
構
造
的
衰
退
を
元
凶

と
し
て
お
り
、
政
治
に
お
い
て
も
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
そ
う
し
た
衰
退
を
傍
観
す
べ
く
働
い
て
い
た
。
技
術
革
新
の
遅
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
革
命
、
輸
出
競
争
力
の
欠
如
、
製
造
業
の
縮
小
、
財
政
の
抑
制
的
運
営
、
さ
ら
に
、
税
制
や
社
会
給
付
、
医
療
福
祉
制
度
の
弱
者

に
厳
し
い
変
更
な
ど
で
あ
る
。

　

そ
れ
よ
り
前
の
時
代
、
イ
ギ
リ
ス
の
製
造
業
は
農
村
よ
り
は
都
市
の
周
辺
に
展
開
し
、
国
内
外
か
ら
労
働
力
を
引
き
付
け
て
い
た
。

今
日
の
人
種
関
係
の
背
景
に
あ
る
イ
ン
ド
亜
大
陸
か
ら
の
大
き
な
移
住
の
波
も
第
二
次
大
戦
後
の
三
〇
年
間
ほ
ど
を
中
心
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
製
造
業
の
多
く
が
一
九
八
〇
年
代
後
半
ま
で
に
衰
退
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
域
経
済
は
、
金
融
を
軸
と
す
る
高
度
サ
ー

ビ
ス
産
業
へ
の
転
換
に
成
功
し
た
大
都
市
を
顕
著
な
例
外
と
し
て
、
概
し
て
低
ス
キ
ル
の
加
工
業
や
地
元
で
の
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
依
存
す
る
構
造
へ
と
変
化
し
た
。
製
造
業
は
流
出
し
、
地
域
の
雇
用
は
喪
失
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
衰
退
の
地
域
的
変
異
は
イ
ギ
リ
ス
で
「
南
北
の
分
断
」
と
し
て
示
さ
れ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
大
き
く
南
北
で
考
え
る
と
、

雇
用
機
会
は
北
部
で
減
少
、
南
部
で
拡
大
し
て
い
る

）
（（
（

。
失
わ
れ
た
雇
用
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
先
述
し
た
鉱
工
業
労
働
者
で
あ
ろ
う
。
石
炭
、

鉄
鋼
、
造
船
な
ど
「
北
部
」
に
お
い
て
か
つ
て
発
達
し
た
炭
鉱
業
や
重
工
業
に
従
事
し
て
き
た
人
々
で
あ
る
。
ま
た
、
繊
維
な
ど
、
ヨ
ー
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国
際
関
係
論
叢
第
一
二
巻 

第
二
号
（
二
〇
二
三
年
）

一
五

ク
シ
ャ
ー
の
南
部
や
西
部
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
南
部
の
産
業
も
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
有
力
な
鉱
工
業
地
帯
が
点
在
す
る

「
北
部
」
だ
け
で
な
く
、
「
南
部
」
に
も
も
ち
ろ
ん
労
働
者
は
存
在
し
て
き
た
。
公
共
輸
送
機
関
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
数
は

少
な
く
な
い
。
と
は
い
え
、
二
〇
世
紀
の
最
後
の
二
〇
年
間
に
起
き
た
産
業
の
空
洞
化
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
南
部
よ
り
も
北
部
に
は

る
か
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る

）
（1
（

。

　

こ
う
し
た
社
会
経
済
的
な
疲
弊
や
排
除
は
し
ば
し
ば
政
治
的
な
疎
外
を
伴
う
。
こ
の
点
で
国
民
投
票
で
の
離
脱
支
持
も
単
な
る
反
Ｅ

Ｕ
と
の
性
格
を
越
え
た
現
象
と
理
解
で
き
る
。
精
神
分
析
の
観
点
か
ら
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
研
究
す
る
ニ
コ
ラ
イ
・
ミ
ン
チ
ェ
フ
の
言
を
借
り

れ
ば
、
こ
の
「
離
脱
」
は
「
何
十
年
に
も
わ
た
る
貧
困
と
政
治
的
不
可
視
性
に
伴
う
不
満
と
痛
み
」
か
ら
の
離
脱
で
あ
っ
た

）
（（
（

。
彼
が
参

照
す
る
い
く
つ
か
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
は
こ
れ
を
具
体
的
に
示
す
。
イ
ー
ス
ト
ロ
ン
ド
ン
と
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
シ
ャ
ー
地
方
の
炭
鉱
地
帯
で

は
、
経
済
的
に
疲
弊
し
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ
た
労
働
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
国
民
投
票
を
特
権
的
な
エ
リ
ー
ト
の
期
待
を
押
し
返
す

機
会
と
と
ら
え
た

）
（（
（

。
ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
の
公
営
住
宅
の
住
民
た
ち
は
離
脱
を
支
持
し
た
理
由
と
し
て
、
政
治
エ
リ
ー
ト
や
行

政
が
住
民
の
生
活
の
改
善
を
支
援
す
る
の
で
な
く
、
彼
ら
を
ス
テ
ィ
グ
マ
化
し
そ
の
生
活
に
介
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
反
感
を

抱
い
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
た

）
（（
（

。

　

一
九
八
〇
年
代
の
産
業
構
造
の
転
換
と
同
時
期
以
降
の
政
治
の
瑕
疵
の
も
と
、
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
排
除
と
疎
外
に
は
、
地

域
社
会
で
の
社
会
関
係
の
変
化
の
多
様
性
に
応
じ
て
複
線
的
な
展
開
を
確
認
で
き
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
南
部
」
で
は
、
ロ
ン
ド
ン

郊
外
の
労
働
者
層
が
、
全
国
で
も
相
対
的
に
裕
福
で
か
つ
自
分
本
位
な
「
エ
セ
ッ
ク
ス
マ
ン (Essex M

an)

」
と
し
て
注
目
さ
れ
る
存
在

と
な
り
、
政
治
的
に
は
そ
の
「
労
働
者
階
級
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
的
な
保
守
主
義

）
（（
（

」
こ
そ
が
労
働
者
の
敵
で
あ
る
は
ず
の
サ
ッ
チ
ャ
ー

政
権
を
支
え
た
と
批
判
さ
れ
た

）
（（
（

。
こ
れ
は
、
労
働
者
の
町
が
並
ぶ
、
テ
ム
ズ
川
河
口
域
な
ら
び
に
そ
の
周
辺
の
エ
セ
ッ
ク
ス
地
方
南
部

や
ケ
ン
ト
地
方
北
西
部
の
展
開
で
あ
る
。
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
主
義
体
制
に
対
す
る
階
級
的
で
連
帯
し
た
攻
撃
は
「
北
部
」
の
炭
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農
村
の
不
満
と
排
外
主
義
の
政
治
（
若
松 

邦
弘
）

一
六

鉱
労
働
者
に
委
ね
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
反
抗
的
で
過
激
で
階
級
意
識
の
強
い
労
働
者
で
あ
り
、
炭
鉱
閉
鎖
に
伴
う
炭
鉱
労
働
者

全
国
同
盟 (N

ational U
nion of M

inew
orkers) 

な
ど
に
よ
る
一
九
八
四
年
か
ら
八
五
年
の
大
争
議
を
例
に
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
南
部
や
ノ
ッ

テ
ィ
ン
ガ
ム
地
方
北
部
に
お
け
る
政
治
的
に
先
鋭
化
し
た
炭
鉱
夫
と
し
て
描
写
さ
れ
た

）
（（
（

。
社
会
関
係
の
変
化
に
つ
い
て
の
こ
う
し
た
対

照
的
な
説
明
は
、
職
種
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
社
会
に
お
け
る
「
労
働
者
」
の
在
り
方
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
視
点
は
社

会
関
係
に
お
け
る
階
級
性
を
ア
プ
リ
オ
リ
か
つ
暗
黙
的
に
内
包
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

第
四
節　

農
村
に
お
け
る
不
満

　

（
１
）
地
域
経
済
の
衰
退
と
反
都
市
化

　

排
外
主
義
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
大
都
市
圏
や
鉱
工
業
地
帯
な
ど
（
農
村
に
対
比
さ
れ
る
）
都
市
を
事
例
と
し
て
、
そ
の
経
済
構

造
に
照
ら
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
逆
説
的
に
で
は
あ
る
が
、
「
農
村
の
人
種
主
義 (rural racism

)

」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
こ
と
に

も
そ
の
傾
向
を
う
か
が
え
よ
う

）
（（
（

。
排
除
と
疎
外
に
つ
な
が
る
不
満
を
抱
え
る
人
々
と
い
う
点
で
は
、
北
部
の
鉱
工
業
労
働
者
や
南
部
の

エ
セ
ッ
ク
ス
マ
ン
と
い
う
描
写
も
、
モ
デ
ル
と
し
て
都
市
部
の
社
会
関
係
に
注
目
す
る
。
し
か
し
、
都
市
の
外
で
は
異
な
る
性
格
の
社

会
関
係
と
そ
の
変
化
も
あ
り
う
る
。

　

都
市
の
政
治
が
経
済
と
し
て
の
階
級
性
に
関
わ
る
敵
対
を
概
ね
基
底
と
す
る
の
に
比
べ
、
農
村
の
政
治
は
対
立
の
構
図
が
し
ば
し
ば

不
明
瞭
で
あ
る
。
異
な
る
利
害
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
政
治
勢
力
は
明
確
で
な
く
、
政
治
競
争
を
規
定
す
る
ク
リ
ー
ビ
ッ
ジ
も
希
薄
で

あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
の
大
農
村
地
帯
で
あ
る
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
地
方
の
歴
史
を
研
究
し
て
い
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
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国
際
関
係
論
叢
第
一
二
巻 

第
二
号
（
二
〇
二
三
年
）

一
七

同
地
方
南
部
に
つ
い
て
の
分
析
で
、
階
級
に
還
元
で
き
な
い
有
力
な
社
会
関
係
の
存
在
を
指
摘
す
る

）
（1
（

。
「
地
元
の
人
々 (locals)

」
と
「
町

の
人
々 (tow

nies)

」
／
「
南
部
の
人
々 (southerners)

」
と
い
う
対
比
で
あ
る
。
農
村
に
は
階
級
と
異
な
る
自
他
文
節
が
あ
る
。

　

農
村
で
の
こ
う
し
た
社
会
関
係
の
対
照
を
理
解
す
る
に
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
生
じ
た
社
会
経
済
的
な
構
造
変
容
を
、
都
市
に

つ
い
て
と
同
様
、
農
村
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
変
容
が
背
景
と
し
て
存
在
す
る
な
か
で
、
二
〇
〇
〇
年
代

に
入
っ
て
の
人
口
流
入
に
よ
る
地
域
社
会
の
変
化
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
次
節
で
検
討
す
る
政
治
動
員
の
動
き
が
生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
農
村
で
は
、
製
造
業
の
衰
退
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
業
・
食
品
加
工
業
へ
の
転
換
、
都
市
か
ら
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
の
流
入
、

そ
し
て
、
そ
の
流
入
に
付
随
す
る
摩
擦
が
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
重
大
な
変
化
の
な
か
で
、
農
村
地
帯
の
社
会
関
係
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
在
り
方
も
変
化
す
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
の
農
村
に
お
け
る
社
会
変
容
で
は
経
済
構
造
の
変
化
と
反
都
市
化
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
経
済
構
造
で
あ
る

が
、
農
村
で
も
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
と
脱
工
業
化
に
よ
る
変
容
が
生
じ
て
い
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
が
扱
っ
た
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
地
方
南
部
は

二
〇
一
六
年
の
国
民
投
票
で
全
国
的
に
も
離
脱
票
の
割
合
が
高
い
自
治
体
の
多
か
っ
た
地
域
で
あ
る
。
肥
沃
な
フ
ェ
ン
ラ
ン
ズ
地
帯 

(Fenlands) 

に
隣
接
し
、
野
菜
や
花
卉
、
耕
作
農
業
が
盛
ん
な
大
農
村
地
帯
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
タ
ウ
ン
で
あ
る
ス
リ
ー

フ
ォ
ー
ド (Sleaford) 

と
グ
ラ
ン
サ
ム (G

rantham
) 

は
、
一
帯
の
商
業
と
行
政
の
中
心
で
あ
る
と
と
も
に
、
か
つ
て
は
製
造
業
を
発
展
さ

せ
、
熟
練
労
働
者
を
地
域
内
外
か
ら
引
き
付
け
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
、
散
在
す
る
周
辺
の
多
く
の
集
落
を
経
済
的
に
支
え
て

い
た
。
し
か
し
一
九
八
〇
年
代
後
半
ま
で
に
こ
う
し
た
製
造
業
の
多
く
が
消
滅
し
、
地
域
経
済
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
低
ス
キ
ル
の
加
工

作
業
を
軸
と
す
る
構
造
へ
と
変
化
し
た

）
（（
（

。

　

こ
の
変
化
は
先
述
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
鉱
工
業
経
済
か
ら
サ
ー
ビ
ス
経
済
へ
の
移
行
の
一
部
を
構
成
す

る
。
そ
の
一
方
で
、
大
都
市
圏
の
変
化
と
異
な
る
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
海
外
か
ら
の
人
口
流
入
に
先
立
っ
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
も
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農
村
の
不
満
と
排
外
主
義
の
政
治
（
若
松 

邦
弘
）

一
八

国
内
の
大
都
市
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
大
規
模
な
移
住
が
生
じ
、
人
口
増
加
を
も
た
ら
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
流
入
者
は
大
都
市

と
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
し
て
い
た
も
の
の
、
地
元
の
人
々
は
そ
う
し
た
業
種
に
多
く
の
場
合
、
参
入
し
え
な
か
っ
た

）
（1
（

。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部
の
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
地
方
を
例
に
農
村
の
政
治
を
研
究
す
る
マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ッ
ズ
は
こ
の
時
期
、
農
村
に
「
新

た
な
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
に
よ
る
地
方
国
家
の
植
民
地
化
」
が
生
じ
た
と
す
る

）
（（
（

。
都
市
か
ら
の
新
た
な
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
た
る
新
中
間
層
の
流

入
は
、
タ
ウ
ン
の
行
政
と
経
済
を
支
え
て
き
た
自
営
業
主
、
役
人
、
専
門
職
と
い
っ
た
旧
中
間
層
の
経
済
的
な
地
盤
沈
下
を
も
た
ら
し
、

こ
の
時
期
の
自
治
制
度
の
改
革
と
も
相
ま
っ
て
、
ロ
ー
カ
ル
の
政
党
政
治
に
影
響
を
与
え
た
。
農
村
に
お
い
て
保
守
党
は
従
来
、
タ
ウ

ン
の
旧
中
間
層
の
政
党
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
特
定
の
支
持
政
党
を
し
ば
し
ば
持
た
な
い
都
市
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が
流
入
し
た
こ
と
で
、

農
村
に
お
け
る
保
守
党
の
安
定
し
た
秩
序
も
崩
壊
す
る
。
確
か
に
保
守
党
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
後
も
一
九
九
〇
年
代
前
半
は
、
農
村
と
の
関

係
を
従
来
よ
り
不
安
定
な
が
ら
維
持
し
た
も
の
の
、
一
九
九
六
年
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
危
機
へ
の
対
応
で
ロ
ー
カ
ル
な
農
業
関
係
者
と
の
決
裂
も

決
定
的
と
な
る
。
各
地
の
農
村
選
挙
区
で
同
党
離
れ
が
生
じ
、
一
九
九
七
年
下
院
選
で
の
大
敗
北
に
つ
な
が
っ
た

）
（（
（

。

　

農
村
に
お
け
る
社
会
変
動
で
注
目
さ
れ
る
第
二
の
要
素
は
反
都
市
化
の
動
き
で
あ
る
。
農
村
に
固
有
の
対
立
構
図
も
こ
こ
か
ら
生

じ
て
い
る
。
都
市
か
ら
農
村
に
向
か
う
人
の
動
き
は
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
北
へ
と
高
速
道
路
と
鉄
道
に
沿
っ
て
広
が
る
住
宅
ブ
ー
ム
の
波

を
一
九
八
〇
年
代
に
作
り
出
し
た
。
こ
の
変
化
は
農
村
に
開
発
を
め
ぐ
る
対
立
を
も
た
ら
す
。
新
た
な
移
住
者
向
け
に
次
々
と
高
価
な

民
間
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
反
対
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
反
都
市
化
と
し
て
の
開
発
へ
の
反
対
は
「
ニ
ン
ビ
イ
ズ
ム 

(N
IM

BYism
)

」
の
古
典
的
な
例
の
よ
う
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
か
ら
一
足
先
に
移
住
し
た
新
参
者
に
よ
る
、
さ
ら
な
る
開
発
に

対
す
る
反
対
に
も
見
え
る
。
確
か
に
、
新
参
者
が
「
農
村
の
牧
歌 (rural idyll)
」
あ
る
い
は
「
田
園
の
牧
歌 (countryside idyll)

」
を
求
め

た
農
村
主
義
の
動
き
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
要
素
を
そ
こ
に
見
出
そ
う
と
す
る
試
み
も
あ
り
え
よ
う

）
（（
（

 

。
田
園
風
景
と
過
去

か
ら
の
遺
産
を
重
視
す
る
農
園
主
義 (pastoralism

) 

あ
る
い
は
保
全
主
義 (preservationism

) 

に
よ
る
開
発
へ
の
反
対
と
の
理
解
で
あ
る

）
（（
（

。
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国
際
関
係
論
叢
第
一
二
巻 

第
二
号
（
二
〇
二
三
年
）

一
九

し
か
し
、
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
近
辺
の
実
態
は
は
る
か
に
複
雑
で
、
現
実
は
ニ
ン
ビ
イ
ズ
ム
と
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ブ
ラ
ウ
ン
は
、
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
南
部
で
の
対
立
が
「
地
元
の
人
々
」
を
自
称
す
る
人
々
と
新
参
者
と
の
間
で
生
じ
た
と
す
る

）
（（
（

。
そ

こ
に
も
た
ら
さ
れ
た
政
治
は
、
新
参
者
が
主
導
し
た
運
動
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
地
元
の
人
々
に
よ
る
動
き
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
タ

ウ
ン
の
い
わ
ば
原
住
者
で
、
古
く
か
ら
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
を
主
体
と
す
る
運
動
で
あ
り
、
反
ロ
ン
ド
ン
、
反
大
都
市
の
性
格
を
帯
び
た

も
う
一
つ
の
農
村
主
義
で
あ
る
。
「
牧
歌
」
を
望
む
中
高
所
得
の
移
入
者
に
よ
る
消
費
主
義
的
な
動
き
と
い
う
よ
り
は
、
「
穏
や
か
な
農

園
的
な (peaceful pastoral)
」
（
マ
ー
テ
ィ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
）
動
き
で
あ
る

）
（（
（

。

　

確
か
に
、
大
都
市
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
南
部
や
東
部
、
ま
た
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
南
部
で
は
、
農
村

の
環
境
・
景
観
的
な
魅
力
は
大
都
市
主
導
の
消
費
経
済
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
農
村
に
「
牧
歌
」
を
望
む
新
参
者
の
消
費
主
義
と
い
う

観
点
で
理
解
で
き
よ
う
。
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
も
見
ら
れ
る
地
方
政
治
で
の
直
接
参
画
の
拡
大
と
し
て
、
今
日
の
環
境
勢
力
な
ど

に
つ
な
が
る
流
れ
で
あ
る
。
一
方
で
、
環
境
計
画
が
専
門
で
イ
ギ
リ
ス
農
村
の
地
域
性
を
研
究
す
る
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
マ
ー
ド
ッ
ク
ら
に

よ
れ
ば
、
大
都
市
圏
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
で
は
、
「
地
元
の
人
々
」
の
間
に
、
開
発
を
む
し
ろ
雇
用
機
会
の
拡
大
と
し
て
歓
迎
す
る

向
き
も
あ
る

）
（（
（

。
環
境
保
護
の
要
求
よ
り
、
地
域
経
済
の
振
興
に
同
調
的
な
動
き
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
地
域
性
を
踏
ま
え
る
と
、
開
発
に
対
す
る
「
地
元
の
人
々
」
の
反
対
運
動
は
都
市
か
ら
の
流
入
の
限
界
地
（
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
）
で
活
発
と
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
反
都
市
化
の
運
動
も
農
業
地
帯
に
お
け
る
半
都
市
性
／
郊
外
性
の
も
と
で
と

り
わ
け
顕
著
と
な
る
。
政
党
支
持
の
点
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
単
純
小
選
挙
区
制
の
場
合
、
そ
う
し
た
限
界
地
は
二
大
勢
力
が
均

衡
し
が
ち
で
、
そ
の
た
め
、
第
三
の
勢
力
に
漁
夫
の
利
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る

）
（1
（

。

　

リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
地
方
南
部
で
の
住
宅
開
発
へ
の
反
対
も
、
都
市
か
ら
の
流
入
が
自
ら
の
日
常
生
活
の
空
間
を
変
え
て
い
く
こ
と

を
、
地
元
の
人
々
が
懸
念
し
た
も
の
で
あ
る
。
保
護
の
対
象
は
自
然
や
歴
史
の
景
観
と
い
っ
た
美
的
環
境
で
な
く
、
人
的
な
つ
な
が
り
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農
村
の
不
満
と
排
外
主
義
の
政
治
（
若
松 

邦
弘
）

二
〇

で
あ
る
。
運
動
は
伝
統
主
義
的
で
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
も
あ
り
、
農
村
の
ト
ー
リ
ー
主
義
を
体
現
し
て
い
る

）
（（
（

。
そ
こ
で
は
、「
伝

統
、
安
定
、
秩
序
」
を
表
徴
す
る
「
農
村
ら
し
さ (rurality) 

」
あ
る
い
は
「
農
村
性
」
が
、
新
参
者
の
革
新
あ
る
い
は
改
革
的
な
「
個

人
主
義
」
と
対
比
さ
れ
る
。
「
地
元
の
人
々
」
は
地
域
へ
の
流
入
を
促
進
し
て
い
る
金
融
や
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
住
宅
の
ブ
ー
ム
を
も
た

ら
し
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
主
義
と
、
そ
れ
を
支
持
す
る
ロ
ン
ド
ン
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
な
エ
リ
ー
ト
に
反
発
し
て
い
る
。

　

（
２
）
社
会
関
係
の
変
化

　

こ
う
し
た
反
都
市
化
の
動
き
は
農
村
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
化
し
て
い
る

）
（1
（

。
大
都
市
か
ら
の
裕
福
な
流
入
者
は
「
他
者 (others)

」

で
あ
り
、
近
隣
社
会
の
経
済
社
会
的
な
衰
退
と
関
連
付
け
て
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
地
方
南
部
で
の
住

宅
論
争
に
階
級
概
念
が
ほ
と
ん
ど
絡
ん
で
い
な
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
理
由
に
は
同
地
特
有
の
事
情
と
し
て
、
労
働
運
動
の
歴

史
が
弱
い
こ
と
を
も
ち
ろ
ん
挙
げ
ら
れ
る

）
（（
（

。
イ
ギ
リ
ス
東
部
の
な
か
で
も
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
な
ど
北
寄
り
の
農
業
地
帯
は
歴
史
的
に
労

働
者
層
を
欠
い
て
い
る
。
農
業
の
大
規
模
化
や
牧
畜
化
が
進
み
、
農
業
労
働
者
と
い
う
存
在
は
大
き
く
な
い
。
ま
た
よ
り
普
遍
的
な
理

由
と
し
て
は
、
同
地
で
の
社
会
的
な
二
分
法
が
、
階
級
概
念
と
異
な
る
関
係
性
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。

　

そ
も
そ
も
階
級
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
先
進
諸
国
を
通
じ
て
都
市
、
農
村
を
問
わ
ず
衰
退
の
度
を
強
め
て
お
り
、
個
人
の
社

会
的
地
位
を
階
級
関
係
に
照
ら
し
て
確
認
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
個
人
に
対
す
る
価
値
判
断
で
は
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
居
住
地
、
教
育
な
ど
文
化
資
本
的
な
要
素
が
基
準
と
な
り
、
そ
の
「
意
味
」
が
地
域
社
会
や
近
隣
関
係
と
の
関
わ
り
で
理
解
さ
れ
る
。

農
村
で
は
、
地
元
資
本
の
店
舗
閉
鎖
や
農
業
に
お
け
る
機
械
化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
う
し
た
「
意
味
」
は
雇
用
の
喪
失
に
対
す
る
悲
観
、

都
市
か
ら
の
移
住
者
に
対
す
る
敵
意
、
よ
り
一
般
的
に
、
反
大
都
市
・
反
エ
リ
ー
ト
の
感
情
と
関
わ
る
も
の
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
防

御
的
な
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
を
帯
び
た
保
守
的
理
解
が
形
成
さ
れ
、
外
か
ら
の
変
化
に
対
す
る
葛
藤
や
怒
り
、
嘆
き
、
不
満
が
政
治
の
舞
台
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第
二
号
（
二
〇
二
三
年
）

二
一

に
浮
か
び
上
が
る

）
（（
（

。

　

「
地
元
の
人
々
」
と
「
町
の
人
々
」
あ
る
い
は
「
南
部
の
人
々
」
と
い
う
階
級
と
は
異
な
る
区
分
、
あ
る
い
は
あ
え
て
階
級
に
注
目

す
る
な
ら
ば
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
な
か
で
の
区
分
は
、
南
部
の
エ
セ
ッ
ク
ス
マ
ン
や
北
部
の
鉱
工
業
労
働
者
の
よ
う
な
、
階
級
関
係
に

照
ら
し
た
対
立
を
基
底
に
も
つ
都
市
の
モ
デ
ル
と
異
な
る
社
会
関
係
が
農
村
に
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
。
「
地
元
の
人
々
」
は
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
を
携
え
た
地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
慣
習
、
そ
し
て
想
像
上
の
過
去
の
な
か
に
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
位
置
付
け
る

）
（（
（

。
こ

れ
は
階
級
と
異
な
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
。
や
や
後
の
時
期
に
米
国
の
政
治
学
者
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ゲ
ス
ト
な
ど
が
イ
ギ
リ
ス

の
国
民
投
票
や
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
現
象
を
参
照
し
な
が
ら
指
摘
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
「
レ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
」
や
米
国
で
は
「
ラ
ス

ト
ベ
ル
ト
」
で
見
ら
れ
る
（
イ
ギ
リ
ス
流
に
言
え
ば
）
「
労
働
党
か
ら
の
転
向
者 (dissident Labour)

」
が
も
つ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で

は
な
い

）
（（
（

。
党
派
的
観
点
に
限
れ
ば
、
次
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
「
保
守
党
か
ら
の
転
向
者 (dissident C

onservatives)

」
と
で

も
説
明
で
き
よ
う
。

　

よ
り
最
近
の
二
〇
一
六
年
国
民
投
票
に
つ
い
て
の
分
析
も
、
農
村
地
帯
の
タ
ウ
ン
で
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
や
反
エ
リ
ー
ト
感
情
が
渦
巻

き
、
排
斥
の
政
治
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
東
部
の
海
辺
の
観
光
地
マ
ー
ゲ
イ
ト (M

argate) 

に
つ
い

て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
、
著
者
の
ア
ナ
・
バ
ル
タ
ザ
ー
は
住
民
の
離
脱
支
持
を
「
移
民
の
排
除
の
結
果
と
い
う
よ
り
、
つ
な
が
り
を
構
築

す
る
と
い
う
土
着
の
論
理
と
貧
弱
な
政
治
的
代
表
の
問
題
に
よ
る
結
果
」
と
す
る

）
（（
（

。
マ
ー
ゲ
イ
ト
は
農
村
地
帯
に
囲
ま
れ
た
沿
岸
の
タ

ウ
ン
で
、
こ
の
一
帯
で
は
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
全
国
有
数
の
強
さ
を
示
し
た
。
バ
ル
タ
ザ
ー
は
、
国
民
投
票
が
労
働

者
に
由
来
す
る
町
の
歴
史
へ
の
愛
着
を
マ
ー
ゲ
イ
ト
の
住
民
に
階
級
を
越
え
て
共
有
さ
せ
、
人
や
事
物
に
意
味
を
与
え
て
い
る
と
す

る
。
先
祖
の
第
二
次
世
界
大
戦
へ
の
参
加
に
誇
り
を
持
ち
、
地
元
の
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
製
造
の
歴
史
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
、
人
々

を
地
元
の
社
会
に
結
び
つ
け
、
ロ
ー
カ
ル
な
関
係
を
形
作
っ
て
い
る
。
マ
ー
ゲ
イ
ト
の
住
民
は
、
「
移
民
」
を
差
別
、
と
く
に
人
種
主
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農
村
の
不
満
と
排
外
主
義
の
政
治
（
若
松 

邦
弘
）

二
二

義
的
に
差
別
し
て
い
た
か
ら
と
い
う
よ
り
、
大
き
な
社
会
変
化
の
な
か
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
わ
が
町
」
の
価
値
や
プ
ラ
イ
ド
を
確
認

し
評
価
し
た
か
っ
た
が
ゆ
え
に
離
脱
に
投
票
し
た
と
さ
れ
る

）
（（
（

。
こ
う
し
た
意
識
が
地
域
社
会
の
具
体
的
な
問
題
に
結
び
つ
く
と
、
イ
ギ

リ
ス
の
保
守
主
義
の
特
徴
で
あ
る
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
が
触
発
さ
れ
る
。
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
シ
ャ
ー
や
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
、
ウ
ォ
ー

リ
ッ
ク
シ
ャ
ー
と
い
っ
た
裕
福
な
農
村
が
広
が
る
ロ
ン
ド
ン
北
西
の
地
方
に
生
じ
た
高
速
鉄
道
路
線
Ｈ
Ｓ
２
建
設
へ
の
反
対
に
も
、
そ

れ
が
一
部
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
支
持
と
結
び
つ
い
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
農
村
固
有
の
要
素
が
見
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
は
政
治
的
疎
外
の
自
認
と
も
し
ば
し
ば
つ
な
が
り
、
上
記
の
と
お
り
、
南
部
や
大
都
市
の
「
エ
リ
ー
ト
」
や
「
エ

ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
」
と
い
う
特
権
的
な
存
在
に
対
置
さ
せ
る
形
で
自
身
を
「
普
通 (ordinary)

」
の
存
在
と
確
認
す
る
。
社
会
文

化
史
が
専
門
の
ク
レ
ア
・
ラ
ン
ガ
マ
ー
は
、
こ
れ
を
「
公
的
な
場
で
は
声
を
聞
い
て
も
ら
え
な
い
」
よ
う
な
、
「
特
権
な
き
」
人
々
が

支
持
す
る
自
意
識
と
し
、
そ
こ
で
は
「
特
権
」
や
「
エ
リ
ー
ト
」
に
対
し
て
「
普
通
」
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
真
正
さ
の
証
と
な
っ
て
い

る
と
す
る

）
（（
（

。
こ
の
「
普
通
」
と
は
、
政
治
的
疎
外
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
い
ま
や
鉱
工
業
地
帯
の
労
働
者
に
も
適
用
可
能
と
な
っ
て
い
る

認
識
で
あ
る
。
国
民
投
票
の
議
論
で
も
「
普
通
の
人 (ordinary people)

」
と
の
ラ
ベ
ル
が
頻
出
し
た
。
当
時
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
党
首
で
あ
っ

た
ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
フ
ァ
ラ
ー
ジ
ュ (N

igel Farage) 

も
国
民
投
票
を
「
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
に
挑
ん
で
勝
利
し
た
普
通
の
ま
と
も

な
人
々 (ordinary, decent people) 

の
勝
利
」
と
表
現
し
て
い
る

）
（1
（

。

　

（
３
）
移
民
に
対
す
る
懸
念

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
の
「
移
民
」
は
、
こ
う
し
た
農
村
の
社
会
関
係
の
な
か
で
「
他
者
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
農
村
で

の
「
移
民
」
は
、
階
級
的
な
反
目
の
な
か
に
置
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
農
村
性
に
対
す
る
脅
威
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
急
激
か
つ
大
規

模
な
流
入
は
ま
ず
「
移
民
」
に
対
す
る
警
戒
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
後
、
地
域
社
会
に
居
住
す
る
「
東
欧
系
」
に
対
す
る
排
斥
と
結
び
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際
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第
二
号
（
二
〇
二
三
年
）

二
三

つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
国
外
か
ら
の
労
働
移
民
が
従
来
と
異
な
る
の
は
、
外
国
生
ま
れ
が
少
な
い
農
村
部
に
も
進
出
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
市
場
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
国
民
に
開
放
さ
れ
た
二
〇
〇
四
年
以
降
、
東
欧
地
域
か
ら
の
移
民
は

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
地
方
や
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
地
方
な
ど
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
の
大
農
村
地
帯
に
と
り
わ
け
目
立
ち
、
そ
の
多
く
は
、
果

物
狩
り
や
食
品
加
工
な
ど
の
農
業
分
野
に
従
事
し
て
い
た

）
（（
（

。
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
地
方
の
ボ
ス
ト
ン (B

oston) 

や
ス
ポ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ 

(Spaulding)

、
隣
接
す
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ャ
ー
地
方
の
ウ
ィ
ス
ビ
ッ
チ (W

isbech) 

な
ど
、
国
民
投
票
で
離
脱
票
の
割
合
が
全
国
で
も

際
立
っ
て
高
か
っ
た
フ
ェ
ン
ラ
ン
ズ
近
辺
の
タ
ウ
ン
で
は
、
こ
の
間
、
人
口
流
入
に
よ
る
地
域
社
会
の
変
容
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
そ
し
て
リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
の
流
入
が
急
で
、
自
治
体
の
世
代
別
民
族
構
成
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ス
ビ
ッ
チ
な
ど

二
〇
〇
〇
年
代
初
め
の
一
〇
年
で
人
口
構
成
が
完
全
に
変
わ
っ
た
自
治
体
も
あ
る
。
高
齢
化
の
進
ん
だ
旧
住
民
と
、
小
さ
い
子
供
連
れ

の
東
欧
系
夫
婦
の
新
住
民
が
中
心
街
を
行
き
か
う
イ
メ
ー
ジ
が
新
た
に
生
ま
れ
て
い
た
。

　

こ
の
時
期
の
「
移
民
」
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
へ
の
肯
定
的
な
貢
献
と
い
う
評
価
は
も
ち
ろ
ん
あ
る

）
（1
（

。
「
移
民
」
は
そ
の
流
入

自
体
が
摩
擦
を
引
き
起
こ
す
わ
け
で
な
く
、
ゆ
え
に
、
排
斥
と
い
う
行
為
も
そ
も
そ
も
必
然
的
で
な
い
。
農
村
政
治
に
お
け
る
「
他
者
」

と
い
う
論
点
で
は
、
流
入
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
る
何
ら
か
の
摩
擦
を
背
景
と
し
て
排
斥
が
誘
起
さ
れ
る
想
定
が
あ

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
流
入
で
排
斥
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
構
造
的
な
要
因
は
何
で
あ
っ
た
か
が
重
要
で
あ
る
。

　

オ
ピ
ニ
ウ
ム
社
に
よ
る
二
〇
一
五
年
の
調
査
は
、
国
外
か
ら
の
移
民
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
有
権
者
の
態
度
が
、
居
住
地
域
で
の
移

民
の
実
数
よ
り
も
個
人
の
社
会
経
済
的
な
条
件
と
強
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
イ
ギ
リ
ス
に
は
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
て
い
る
と

い
う
見
方
へ
の
賛
同
を
規
定
す
る
要
素
に
は
、
個
人
の
生
活
水
準
や
雇
用
の
安
定
性
、
機
会
の
大
き
さ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
移
民
に
対

す
る
態
度
を
予
測
す
る
上
で
、
例
え
ば
、
居
住
地
域
の
人
口
構
成
よ
り
も
強
力
な
因
子
と
さ
れ
る

(

63)

。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
移
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二
四

民
」
に
対
す
る
厳
し
い
見
方
が
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
先
行
し
て
定
住
し
て
い
る
東
欧
出
身
者
を
含
め
、
広
く
存
在
す
る
理

由
を
こ
こ
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
う
し
た
指
摘
は
、
国
内
で
最
も
急
速
な
経
済
成
長
を
見
せ
る
ロ
ン
ド
ン
が
、
多
様
な
人
々
を
内
外
か
ら
引
き
つ
け
て
い
る
と
い
う
事

実
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
市
民
の
多
く
が
移
民
を
自
ら
の
生
活
基
盤
へ
の
脅
威
と
と
ら
え
て
い
な
い
と
い
う
一
般
的
な
見
方
と
整
合
的
で

あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
は
国
内
の
他
の
ど
の
地
域
よ
り
も
雇
用
の
伸
び
が
大
き
く
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
や
医
療
・
社
会
保
障
の
体
制
も
充
実
し
て

い
る
。
ロ
ン
ド
ン
市
民
の
移
民
に
対
す
る
態
度
は
自
ら
の
安
定
し
た
雇
用
や
高
め
の
収
入
に
よ
る
心
理
的
な
影
響
と
説
明
さ
れ
る

）
（（
（

。
自
ら

の
競
争
環
境
を
移
民
が
厳
し
く
さ
せ
る
可
能
性
は
小
さ
く
、
ゆ
え
に
移
民
に
対
し
敵
対
的
な
反
応
を
示
す
必
要
も
あ
ま
り
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
間
の
経
済
格
差
は
、
国
外
か
ら
の
「
移
民
」
が
大
都
市
圏
の
外
で
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。
イ
ギ

リ
ス
に
さ
ら
な
る
移
民
受
け
入
れ
の
余
地
は
な
い
と
い
う
見
解
に
最
も
高
い
同
意
を
示
す
の
は
、
金
融
危
機
後
の
景
気
回
復
が
地
域
別

で
最
も
遅
れ
て
い
る
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
域
の
人
々
で
あ
る

）
（（
（

。
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
地
方
も
含
ま
れ
る
地
域
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
移
民
の
負
の
側
面
は
地
域
の
社
会
経
済
的
な
状
況
に
照
ら
し
て
注
目
さ
れ
る
。
農
村
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
で
あ
る
脆
弱
な
社
会
基
盤
へ
の
圧
迫
が
主
た
る
要
素
で
あ
る
。
大
都
市
圏
や
地
域
の
中
核
都
市
に
比
べ
、
財
政
基
盤
は
も
と
も
と
脆

弱
で
あ
り
、
公
共
輸
送
機
関
、
医
療
施
設
、
教
育
機
関
、
金
融
機
関
、
商
業
施
設
と
い
っ
た
生
活
基
盤
も
劣
化
が
著
し
い
。
雇
用
の
流

出
や
公
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
移
民
に
よ
る
人
口
の
急
増
は
こ
れ
ら
地
域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
劣
化
を
よ
り
深

刻
に
す
る
と
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
懸
念
は
、
全
国
で
見
る
と
、
カ
リ
ブ
海
地
域
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
か
ら
の
労
働
移
民
の
流
入
が
顕
著

に
始
ま
っ
た
一
九
五
〇
年
代
ご
ろ
の
都
市
部
に
お
け
る
移
民
規
制
議
論
を
彷
彿
さ
せ
る
。

　

摩
擦
や
排
斥
の
実
態
は
国
内
の
一
部
地
域
で
他
よ
り
深
刻
で
あ
る
。
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
ポ
リ
シ
ー
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ (Policy 

Exchange) 

に
よ
る
調
査
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
で
最
も
人
種
・
民
族
的
な
統
合
が
進
ん
で
い
な
い
自
治
体
と
し
て
フ
ェ
ン
ラ
ン
ズ
一
帯
の
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二
五

自
治
体
が
並
ぶ
。
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
諸
地
方
や
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
地
方
な
ど
、
定
住
ア
ジ
ア
系
住
民
の
社
会
的
疲
弊
が
深
刻
な
北
部
の
鉱

工
業
地
帯
の
自
治
体
と
順
位
を
競
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る

(

66)

。
こ
れ
は
、
従
来
の
社
会
的
矛
盾
や
人
種
関
係
が
工
業
化
と
い
う
文
脈

に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
鉱
工
業
地
帯
の
観
点
か
ら
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
状
況
の
深
刻
さ
に
お
い
て
は
東
部
の
農
村
地
帯
も

無
視
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

第
五
節　

国
政
へ
の
拡
大

　

（
１
）
「
移
民
」
の
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
化

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
新
た
な
流
入
が
農
村
部
で
も
顕
著
ゆ
え
、
そ
の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
東
欧
系
に
対
す
る
排
斥
感
情
は
農
村
の
「
他

者
」
言
説
と
結
び
つ
き
や
す
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
特
徴
が
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
農
村
か
ら
出
て
国
政
に
も
広
が
っ
た
の
は
な
ぜ

で
あ
ろ
う
。
そ
の
過
程
は
、
欧
州
懐
疑
と
移
民
反
対
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
組
み
合
わ
せ
た
勢
力
が
支
持
を
全
国

に
拡
大
し
た
こ
と
と
関
係
す
る
。
新
興
政
党
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
で
あ
る
。
こ
の
展
開
は
二
段
階
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
同
党
が
、

農
村
で
生
じ
て
い
る
摩
擦
を
踏
ま
え
、
党
是
と
も
言
え
る
「
反
Ｅ
Ｕ
」
に
加
え
て
「
反
移
民
」
の
立
場
も
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

後
、
同
党
は
世
論
の
幅
広
い
エ
リ
ー
ト
批
判
を
背
景
に
、
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
を
超
え
て
全
国
に
勢
力
を
拡
大
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
反

Ｅ
Ｕ
」
と
「
反
移
民
」
が
結
合
し
た
言
説
も
全
国
レ
ベ
ル
で
主
流
化
し
た
と
い
う
展
開
で
あ
る
。

　

こ
の
理
解
は
東
欧
系
に
対
す
る
排
斥
が
他
国
に
比
べ
イ
ギ
リ
ス
で
よ
り
顕
著
と
な
っ
た
理
由
を
説
明
す
る
。
戦
間
期
以
前
も
、
イ
ギ

リ
ス
に
は
東
欧
系
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
に
対
す
る
排
斥
が
あ
っ
た
。
し
か
し
第
二
次
大
戦
後
は
、
東
欧
地
域
か
ら
の
目
立
っ
た
流
入
が
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二
六

散
発
的
に
は
あ
り
つ
つ
も
（
大
戦
直
後
の
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
や
他
の
東
欧
諸
国
か
ら
の
受
け
入
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
、
冷
戦
崩
壊

後
の
移
住
な
ど
）
、
顕
著
な
排
斥
を
伴
う
事
態
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
、
二
〇
一
〇
年
代
に
か
か
る
時
期
に
、

東
欧
系
の
人
々
が
排
斥
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
時
期
的
な
偶
然
も
あ
ろ
う
。
社
会
的
排
除
や
政
治
的
疎
外
に
よ
っ
て
蓄
積
し
て
い
た
農

村
の
不
満
に
ま
さ
に
火
が
つ
こ
う
と
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
東
欧
系
の
ひ
と
き
わ
目
立
っ
た
流
入
が
重
な
っ
た
こ
と
は
大
き
い
。

　

こ
の
点
で
、
「
移
民
」
へ
の
懸
念
が
農
村
か
ら
全
国
に
拡
大
す
る
過
程
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
果
た
し
た
役
割
を
無
視
で
き
な
い
。

二
〇
一
〇
年
か
ら
の
保
守
・
自
民
の
連
立
政
権
期
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
台
頭
に
伴
っ
て
、
「
反
Ｅ
Ｕ
」
と
い
う
争
点
も
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
浮

上
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
Ｅ
Ｕ
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
強
く
持
つ
政
党
で
あ
り
、
も
と
も
と
一
九
九
〇
年
代
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ

ト
条
約
、
そ
の
後
の
ユ
ー
ロ
導
入
へ
の
反
対
な
ど
、
Ｅ
Ｕ
に
批
判
的
な
主
張
を
続
け
て
き
た
。
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
け
る
同

党
の
勢
力
拡
大
は
、
Ｅ
Ｕ
批
判
よ
り
も
、
既
存
政
治
や
既
成
政
党
に
対
す
る
世
論
の
幅
広
い
不
満
を
背
景
と
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
と
Ｅ
Ｕ

の
関
係
に
は
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
い
不
満
で
あ
る
。

　

過
程
を
少
し
巻
き
戻
す
と
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
本
来
は
Ｅ
Ｕ
と
別
の
問
題
で
あ
っ
た
国
外
か
ら
の
移
民
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点

が
見
つ
か
る
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
頃
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
他
の
政
党
も
「
移
民
」
に
注
目
し
て
い
る
。
当
時
の
イ
ギ

リ
ス
へ
の
入
国
者
は
、
数
と
し
て
見
る
と
、
Ｅ
Ｕ
の
外
か
ら
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
言
説
に
お
け
る
「
反
移
民
」
と
「
反
Ｅ
Ｕ
」

の
結
び
つ
き
は
恣
意
的
な
性
格
が
強
い
。
そ
の
点
で
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
よ
る
言
説
の
搾
取
は
重
要
で
あ
る

）
（（
（

。
「
反
Ｅ
Ｕ
」
と
「
反
移
民
」
の

結
び
つ
い
た
言
説
は
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
勢
力
拡
大
に
伴
っ
て
全
国
に
広
が
っ
て
お
り
、
欧
州
か
ら
の
移
民
た
る
「
東
欧
系
」
に
対
す
る
反
発

へ
と
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
特
有
の
言
説
の
進
化
で
あ
る
。

　

農
村
の
政
治
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
台
頭
自
体
も
そ
う
で
あ
る
。
同
党
は
二
〇
一
〇
年
代
に
入
る
少
し
前

ま
で
に
旧
炭
鉱
地
帯
の
一
部
で
も
支
持
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
（
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
炭
鉱
地
帯
な
ど
）
、
完
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二
七

全
に
農
村
に
特
化
し
た
政
党
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
展
開
は
農
村
政
治
の
性
格
を
強
く
帯
び
て
い
る
。
移
民
を
同
じ
く
争
点
と
し
な

が
ら
も
、
鉱
工
業
地
帯
の
支
持
に
依
存
す
る
Ｂ
Ｎ
Ｐ
の
展
開
と
は
大
き
く
異
な
る
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
労
働
者
や
社
会
主
義
、
階
級
を
欠

く
農
村
の
政
治
の
な
か
で
、
急
進
主
義
に
ま
で
は
い
か
な
い
と
い
う
程
度
で
社
会
的
に
や
や
穏
健
な
保
守
層
を
、
保
守
党
（
な
い
し
自

民
党
）
と
競
い
な
が
ら
狙
う
勢
力
で
あ
る
。
高
齢
者
に
よ
る
支
持
の
目
立
つ
歴
史
回
顧
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
政
党
で
あ
り
、
反
税
政

党
的
な
性
格
も
一
部
に
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
分
裂
含
み
の
保
守
政
治
の
も
と
で
は
、
い
わ
ば
保
守
党
と
別
働
の
保
守
勢
力
と

し
て
、
都
市
よ
り
も
農
村
、
若
年
層
よ
り
高
齢
者
の
趣
向
に
合
い
が
ち
な
存
在
で
あ
る
。
農
村
部
の
土
壌
で
勢
力
を
拡
大
し
、
年
金
生

活
者
の
票
を
狙
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
南
西
部
や
イ
ギ
リ
ス
東
岸
に
向
か
っ
て
広
が
る
農
村
の
社
会
的
な
保
守
性
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

　

地
方
に
場
を
求
め
た
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
反
Ｅ
Ｕ
と
い
う
単
一
争
点
政
党
の
限
界
を
破
る
べ
く
、
ま
た
競
合
す
る
保
守
党
と
の
差
別
化
を

積
極
的
に
計
る
べ
く
、
「
移
民
」
や
「
難
民
」
の
規
制
を
新
た
な
争
点
に
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
党
と
し
て
顕
著
な
成
果
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
二
〇
〇
一
年
の
下
院
選
に
続
く
時
期
で
あ
る
。
こ
の
戦
略
は
オ
ラ
ン
ダ
の
新
興
政
党
、
フ
ォ
ル
タ
イ
ン
リ
ス
ト
の
成
功
に

触
発
さ
れ
て
の
も
の
と
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
ご
ろ
に
か
け
強
化
さ
れ
て
い
る

）
（（
（

。
「
移
民
」
へ
の
関
心
は
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
媒
介
を
得
る
こ
と

で
「
反
Ｅ
Ｕ
」
の
言
説
と
同
居
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
に
と
っ
て
「
移
民
」
は
当
時
最
重
要
と
ま
で
い
え
る
争
点
で
は
な
か
っ
た
。
同
党
は
二
〇
〇
四
年
の
欧
州
議

会
選
で
全
国
の
得
票
数
を
見
る
と
イ
ギ
リ
ス
で
第
三
位
の
勢
力
に
躍
進
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
国
外
か
ら
の
「
移
民
」
に
対
す
る
懸
念

も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
戦
略
は
当
時
あ
ま
り
有
効
で
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
で
は
、「
移
民
」

に
類
似
す
る
排
斥
性
を
伺
わ
せ
る
争
点
と
し
て
、
鉱
工
業
地
帯
で
と
く
に
労
働
者
に
支
持
さ
れ
る
Ｂ
Ｎ
Ｐ
の
人
種
主
義
が
先
行
し
て
お

り
、
ま
た
、
保
守
勢
力
の
主
流
で
あ
る
保
守
党
も
、
右
派
有
権
者
か
ら
の
政
策
的
な
信
頼
を
相
応
に
勝
ち
取
っ
て
い
た

）
（（
（

。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
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農
村
の
不
満
と
排
外
主
義
の
政
治
（
若
松 

邦
弘
）

二
八

争
点
の
所
有
権
を
主
張
で
き
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
と
く
に
同
党
の
場
合
、
中
心
的
な
関
心
は
あ
く
ま
で
も
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
で
あ
り
、

「
移
民
」
は
副
次
的
な
争
点
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
五
年
の
総
選
挙
で
は
「
移
民
」
の
制
限
が
政
党
間
で
争
点
に
浮
上
し
た
も
の
の
、
こ
の
環
境
変
化
も
ま
だ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
有
利

に
利
用
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
労
働
需
要
に
基
づ
く
入
国
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
前
年
に
は
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
国
民
に
イ
ギ
リ
ス
の

労
働
市
場
が
開
放
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
の
も
と
、
主
要
政
党
の
保
守
党
が
内
務
大
臣
経
験
者
で
タ
カ
派
と
目
さ
れ
る
ハ
ワ
ー

ド
党
首
の
も
と
、
「
移
民
」
を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
て
い
る
。
同
党
は
政
権
奪
回
を
か
け
、
難
民
条
約
か
ら
の
離
脱
や
庇
護
申
請
者
の

数
の
制
限
も
主
張
し
た
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
も
こ
の
「
数
を
め
ぐ
る
ゲ
ー
ム (num

ber gam
e)

」
に
加
わ
っ
た
も
の
の
、
当
時
の
政
党
間
競
争
は

い
ま
だ
同
党
に
何
ら
の
優
位
も
与
え
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
第
三
党
に
躍
進
し
た
前
年
の
二
〇
〇
四
年
欧
州
議
会
選
で
も
、
抗
議
政
党

に
つ
い
て
の
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
認
識
は
、「
反
移
民
」
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
、「
反
Ｅ
Ｕ
」
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
で
あ
っ
た

）
（1
（

。
「
反
Ｅ
Ｕ
」
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ 

が
「
移

民
」
争
点
と
し
っ
か
り
結
び
つ
く
の
は
も
う
数
年
あ
と
の
展
開
に
お
い
て
で
あ
る
。

　

「
移
民
」
争
点
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
〇
〇
五
年
当
時
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
が
人
種
主
義
的
な
言
説
を
操
っ
て
世
論
の
批
判
を
浴
び
て
い
る
状
況

が
あ
っ
た
。
当
時
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
姿
勢
に
は
そ
う
し
た
人
種
主
義
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
へ
の
危
惧
を
伺
え
る
。
都
市
の
政
治
に
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
過
度
の
急
進
性
は
同
党
が
狙
う
農
村
の
い
く
ら
か
穏
健
な
保
守
層
か
ら
忌
避
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
同
党
が
全
国
的
に
支

持
を
拡
大
し
始
め
た
の
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
時
期
で
あ
る
が
、
そ
の
台
頭
に
あ
た
り
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
の
人
種
主
義
色
と
の
差

別
化
は
明
瞭
に
意
識
さ
れ
て
い
る

）
（（
（

。
と
く
に
フ
ァ
ラ
ー
ジ
ュ
が
一
回
目
の
党
首
の
時
期
（
二
〇
〇
六
年
～
二
〇
〇
九
年
）
で
あ
る
。
当

時
、
ブ
レ
ア
以
降
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
色
も
帯
び
た
労
働
党
政
権
の
も
と
、
地
方
の
有
権
者
に
は
主
要
政
党
の
政
治
姿
勢
に
対
す
る
不
満

が
高
ま
っ
て
お
り
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
そ
う
し
た
批
判
票
を
い
く
ら
か
吸
収
し
始
め
て
い
た
。
国
政
で
第
三
党
の
自
民
党
も
同
様
に
批
判
票

を
背
景
に
伸
び
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
二
〇
〇
七
年
以
降
に
地
方
議
会
選
で
も
議
席
を
拡
大
し
て
お
り
、
全
国
レ
ベ
ル
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国
際
関
係
論
叢
第
一
二
巻 

第
二
号
（
二
〇
二
三
年
）

二
九

で
も
金
融
危
機
後
の
二
〇
〇
九
年
欧
州
議
会
選
で
議
席
数
に
お
い
て
第
二
党
に
躍
進
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
成
功
に
は
有
権
者
の
「
信

頼
」
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
必
須
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
間
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
人
種
や
イ
ス
ラ
ム
に
関
わ
る
排
斥
か
ら
距
離
を
と
る
イ
メ
ー
ジ
を
随
時
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の

急
進
政
党
を
研
究
す
る
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
ド
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
同
党
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
移
民
、
多
文
化
主
義
、
犯
罪
と

法
律
と
い
っ
た
要
素
で
右
派
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
な
訴
え
も
う
か
が
え
る

）
（1
（

。
支
持
者
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
態
度
、
政
治
家

へ
の
不
信
、
ま
た
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
で
の
反
リ
ベ
ラ
ル
な
見
方
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
支
持
者
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
り
、
強
く
保
守
的
で
あ
る
。

一
方
で
、
党
首
フ
ァ
ラ
ー
ジ
ュ
の
イ
メ
ー
ジ
は
パ
ブ
の
ビ
ー
ル
を
愛
す
る
、
ス
マ
ー
ト
な
ジ
ョ
ン
・
ブ
ル
で
あ
り
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
の
党
首
ニ
ッ

ク
・
グ
リ
フ
ィ
ン (N

ick G
riffi

n) 
の
や
や
も
す
れ
ば
粗
暴
な
そ
れ
で
は
な
い
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
人
種
主
義
と
一
線
を
画
す
必
要
性
を
少
な

く
と
も
政
治
的
に
は
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

）
（（
（

。
反
移
民
の
政
党
で
は
あ
る
が
、
人
種
主
義
で
は
な
い
と
い
う
認
知
を
狙
う
言
説
管

理
で
あ
る
。

　

実
際
に
こ
の
時
期
は
Ｂ
Ｎ
Ｐ
が
そ
の
人
種
主
義
的
な
急
進
さ
か
ら
世
論
の
支
持
を
失
い
つ
つ
あ
り
、
一
方
で
、
保
守
党
も
、
ハ
ワ
ー

ド
を
継
い
で
党
首
に
就
い
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
も
と
、
党
勢
回
復
の
た
め
、
一
転
し
て
「
人
種
」
や
「
移
民
」
の
強
調
を
控
え
、
「
数
を

め
ぐ
る
ゲ
ー
ム
」
か
ら
も
い
っ
た
ん
降
り
て
い
る
。
テ
ロ
が
警
戒
さ
れ
た
二
〇
〇
一
年
以
降
の
緊
張
か
ら
の
揺
り
戻
し
と
し
て
、
自
民

党
を
含
め
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
政
党
の
間
で
社
会
的
に
リ
ベ
ラ
ル
な
雰
囲
気
が
や
や
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン

下
の
保
守
党
に
よ
る
一
時
的
な
「
移
民
」
争
点
の
封
印
が
、
こ
の
争
点
を
引
き
続
き
利
用
し
て
い
た
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
台
頭
の
引
き
金
に
な
っ

た
と
の
見
方
も
で
き
よ
う
。
結
果
と
し
て
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
「
反
Ｅ
Ｕ
」
だ
け
で
な
く
「
反
移
民
」
の
代
表
格
と
し
て
も
、
世
論
か
ら
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
ま
で
に
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
新
興
の
抗
議
政
党
と
し
て
の
認
知
を
イ
ギ
リ
ス
の
一
般
有
権
者
の
間

で
確
定
さ
せ
た
と
言
え
る
が
、
フ
ァ
ラ
ー
ジ
ュ
の
も
と
で
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
自
ら
の
顕
著
な
票
田
で
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
農
村
部
で
受

52



農
村
の
不
満
と
排
外
主
義
の
政
治
（
若
松 

邦
弘
）

三
〇

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
伝
統
を
想
起
さ
せ
る
「
礼
儀
正
し
さ
」
や
「
信
頼
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
守
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
た

）
（（
（

 

。
こ
う
し

た
戦
略
が
有
権
者
か
ら
の
信
頼
性
獲
得
の
点
で
同
党
の
成
功
の
背
景
に
あ
っ
た
。

　

（
２
）
エ
リ
ー
ト
批
判
に
乗
っ
た
国
政
化

　

「
反
Ｅ
Ｕ
」
に
「
反
移
民
」
が
結
び
つ
い
た
言
説
は
、
二
〇
一
〇
年
代
に
入
る
と
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
へ
の
注
目
が
農
村
か
ら
全
国
に
広
が
る
に
伴
っ

て
イ
ギ
リ
ス
世
論
に
浸
透
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
さ
ら
な
る
躍
進
も
引
き
続
き
、
一
義
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
拡
大
を

見
せ
る
「
エ
リ
ー
ト
」
批
判
に
基
づ
い
て
い
る
。
躍
進
に
あ
た
っ
て
の
決
定
的
な
争
点
は
「
移
民
」
で
も
「
Ｅ
Ｕ
」
で
も
な
く
、
同
国
で

長
期
政
権
が
続
く
た
び
な
ど
に
表
面
化
す
る
有
権
者
か
ら
の
批
判
で
あ
る
。
政
治
的
な
疎
外
に
関
わ
る
動
き
、
す
な
わ
ち
説
明
責
任
や
民

主
主
義
に
関
わ
る
動
き
と
理
解
で
き
よ
う
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
不
満
を
糧
に
成
長
し
、
自
民
党
が
政
権
入
り
に
よ
っ

て
世
論
の
幻
滅
を
招
き
つ
ま
づ
い
た
こ
と
を
し
り
目
に
、
二
〇
一
四
年
の
欧
州
議
会
選
で
国
内
の
議
席
数
に
お
い
て
最
大
の
勢
力
に
昇
り

つ
め
て
い
る
。

　

既
存
政
党
に
対
す
る
批
判
は
金
融
危
機
の
影
響
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
に
各
国
で
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
経
済
・
政
治
で

覇
権
を
握
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
な
エ
リ
ー
ト
に
対
す
る
一
般
有
権
者
の
不
満
が
あ
ろ
う
。
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
場
合
、
全
国
的
に
支
持
を
獲
得
し
始

め
た
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
時
期
、
の
ち
に
「
見
捨
て
ら
れ
た
人
々
」
と
呼
ば
れ
よ
う
に
な
る
、
地
方
の
有
権
者
か
ら
の
支

持
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
同
党
の
地
方
選
で
の
戦
略
は
、
「
移
民
」
に
対
す
る
批
判
、
あ
る
い
は
「
Ｅ
Ｕ
」
に
対
す
る
批
判
と
い
う
よ

り
、
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
を
重
視
す
る
地
方
の
保
守
層
を
想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
ロ
ー
カ
ル
な
争
点
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
そ
の
外
に
あ
る
元
凶
と
し
て
の
国
政
に
紐
付
く
、
主
流
政
党
や
既
存
の
政
治
に
対
す
る
批
判
を
自
身
へ
の
支
持
に
転
化
し

て
い
る

）
（（
（

。
選
挙
の
種
類
に
よ
る
ロ
ー
カ
ル
の
争
点
と
反
Ｅ
Ｕ
の
使
い
分
け
は
明
瞭
で
あ
る
。
農
村
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
争
点
は
主
に
地
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国
際
関
係
論
叢
第
一
二
巻 

第
二
号
（
二
〇
二
三
年
）

三
一

元
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
劣
化
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

時
期
と
し
て
こ
れ
に
続
く
国
民
投
票
の
議
論
で
は
、
先
述
の
と
お
り
、
農
村
の
政
治
で
重
視
さ
れ
て
い
た
「
普
通
さ
」
の
言
説
が
表

舞
台
に
浮
上
し
て
い
る

）
（（
（

。
国
民
投
票
は
エ
リ
ー
ト
と
非
エ
リ
ー
ト
の
壁
を
相
互
の
不
信
と
し
て
際
立
た
せ
、
Ｅ
Ｕ
へ
の
反
対
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
（
既
得
権
益
者
）
に
不
信
任
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
突
き
付
け
た
と
い
う
性
格
を
有

す
る
。
フ
ァ
ラ
ー
ジ
ュ
の
ア
ピ
ー
ル
は
「
普
通
の
人
」
を
こ
の
歴
史
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
投
射
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
を
支
持
す
る
社
会
層
は
時
期
に
よ
り
変
化
し
て
い
る
も
の
の
、
同
党
に
世
論
の
注
目
が
集
ま
っ
た
二
〇
一
〇
年
を
挟
む
時

期
に
は
、
こ
う
し
た
戦
略
の
成
功
に
よ
っ
て
、
階
級
を
横
断
す
る
に
至
っ
て
い
る

）
（（
（

。
そ
も
そ
も
、
不
満
吸
収
型
の
抗
議
政
党
に
つ
い
て

特
定
の
社
会
層
の
支
持
を
探
す
姿
勢
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
フ
ォ
ー
ド
ら
は
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
三
年
を
対
象
と
す

る
イ
ギ
リ
ス
選
挙
サ
ー
ベ
イ (B

ritish Election Survey) 

の
デ
ー
タ
か
ら
、
こ
の
期
間
の
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
支
持
は
、
職
業
階
層
と
し
て
「
専

門
職
・
管
理
職
」
（
全
体
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
お
よ
び
「
ル
ー
テ
ィ
ン
の
事
務
職
」
（
同
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
か
ら
と
、「
労
働
者
階
級
、

ま
た
は
、
働
い
た
こ
と
が
な
い
者
」（
同
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
か
ら
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
と
す
る

）
（（
（

。
世
論
調
査
会
社
ユ
ー
ガ
ヴ (YouG

ov) 

の
代
表
（
当
時
）
で
あ
る
ピ
ー
タ
ー
・
ケ
ル
ナ
ー
も
二
〇
〇
九
年
欧
州
議
会
選
に
関
す
る
同
社
の
調
査
か
ら
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
支
持
は
「
ミ

ド
ル
ク
ラ
ス
と
労
働
者
階
級
の
間
で
か
な
り
均
等
に
分
か
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る

）
（（
（

。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
二
〇
一
〇
年
代
の
「
反
移
民
」
言
説
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
が
強
調
す
る
よ
う
な
人
種
主
義
の

経
路
と
い
う
よ
り
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
な
ど
の
反
エ
リ
ー
ト
主
義
の
経
路
を
通
じ
て
政
治
問
題
化
し
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
時
期
の
政

治
状
況
で
は
、
「
反
Ｅ
Ｕ
」
も
「
反
移
民
」
も
「
反
エ
リ
ー
ト
」
を
扇
動
す
る
た
め
の
用
具
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

と
は
い
え
、
「
反
Ｅ
Ｕ
」
と
「
反
移
民
」
の
結
合
し
た
言
説
は
二
〇
一
三
年
、
二
〇
一
四
年
の
地
方
議
会
選
、
二
〇
一
四
年
の
欧
州

議
会
選
と
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
が
注
目
さ
れ
る
た
び
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
浸
透
し
て
い
る
。
先
述
の
と
お
り
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
二
〇
一
〇
年
を
前
に
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農
村
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主
義
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政
治
（
若
松 

邦
弘
）

三
二

し
て
一
般
有
権
者
（
と
く
に
中
道
右
派
）
の
選
択
肢
と
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
の
扱
い
も
主
要
三
党
に
準
じ
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
過
程
で
、

「
反
Ｅ
Ｕ
」
と
「
反
移
民
」
の
言
説
は
全
国
の
世
論
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
移
民
」
に
対
す
る
懸
念
は
具
体
的
な
ス
ケ
ー

プ
ゴ
ー
ト
を
作
り
上
げ
る
過
程
で
「
反
Ｅ
Ｕ
」
の
言
説
と
結
び
つ
い
た

）
（1
（

。
そ
し
て
、
農
村
で
の
「
移
民
」
に
関
わ
る
摩
擦
は
全
国
で
認

知
さ
れ
る
ま
で
に
「
ボ
ー
ラ
ン
ド
系
」
や
「
東
欧
系
」
へ
の
嫌
悪
と
表
現
を
変
え
た
。
反
都
市
化
の
時
期
に
見
ら
れ
て
き
た
移
入
者
に

対
す
る
ラ
ベ
リ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
「
他
者
」
言
説
の
既
視
感
が
そ
こ
に
あ
る
。

　

勢
い
を
増
し
た
排
斥
の
動
き
は
、
非
Ｅ
Ｕ
の
移
民
グ
ル
ー
プ
や
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
も
向
け
ら
れ

て
い
る
。
離
脱
支
持
の
運
動
体
で
あ
る
「
離
脱
Ｅ
Ｕ (Leave.EU

)

」
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
・
ス
ロ
バ
キ
ア
国
境
を
徒
歩
で
渡
ろ
う
と
し
て

い
る
シ
リ
ア
か
ら
の
避
難
者
の
報
道
写
真
を
背
景
に
置
い
て
、「
限
界
点 (breaking point)

」
と
書
い
た
運
動
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
さ
ら
に
、

二
〇
〇
五
年
の
大
晦
日
に
ケ
ル
ン
で
起
き
た
一
連
の
性
的
暴
行
や
嫌
が
ら
せ
を
Ｅ
Ｕ
と
関
連
づ
け
た
。
別
の
離
脱
支
持
の
運
動
体
で
あ

る
「
離
脱
へ
の
投
票 (Vote Leave)

」
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
国
の
ト
ル
コ
を
あ
え
て
取
り
上
げ
、
そ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
が
迫
っ
て
い
る
と
繰
り
返

し
強
調
し
た

）
（（
（

。
排
斥
は
イ
ス
ラ
ム
と
も
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
国
民
投
票
の
運
動
中
と
そ
の
後
に
急
増
し
た
排
斥
の
動
き
は
対
象
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
民
に
限
定
し
て
い
な
い
。

　

第
六
節　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
排
外
主
義
の
政
治

　

本
稿
の
議
論
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
排
外
主
義
の
政
治
に
つ
い
て
、
そ
の
直
近
の
展
開
の
起
源
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
。
東
欧
出
身
の
人
々
に
対
す
る
排
斥
の
高
ま
り
は
、
農
村
で
地
域
社
会
の
変
容
を
め
ぐ
っ
て
発
し
た
懸
念
が
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
国
政
へ
の
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三
三

進
出
に
伴
い
、
そ
の
「
反
Ｅ
Ｕ
」
言
説
と
結
び
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
生
じ
た
と
解
釈
で
き
る
。
国
民
投
票
自
体
は
イ
ギ
リ
ス
に

巨
大
な
政
治
的
疎
外
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
反
移
民
」
ま
し
て
人
種
主
義
は
、
離
脱
支
持
多
数
と
い
う
結
果
へ

の
貢
献
と
し
て
は
脇
役
で
あ
る
。
矢
印
は
む
し
ろ
、
国
民
投
票
の
実
施
が
東
欧
や
他
の
場
所
か
ら
の
「
移
民
」
に
対
す
る
従
来
か
ら
の

敵
意
や
攻
撃
を
一
層
悪
化
さ
せ
た
と
い
う
方
向
性
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

近
年
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
こ
の
よ
う
に
、
従
来
都
市
で
見
ら
れ
て
き
た
も
の
と
異
な
る
起
源
を
も
つ
排
斥
主
義
を
確
認
で
き
る
。
本
稿

は
後
者
に
つ
い
て
、
既
存
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
以
下
の
解
釈
が
妥
当
性
を
も
つ
こ
と
を
示
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
の
文
化
的
巻
き

返
し
は
、
同
国
に
特
徴
的
な
二
党
制
の
も
と
で
の
一
次
元
的
な
経
済
の
政
治
（
社
会
経
済
的
な
文
脈
で
の
疲
弊
や
排
除
）
を
媒
介
に
し

て
お
り
、
そ
れ
を
媒
介
と
し
な
い
（
あ
る
い
は
政
治
的
に
は
、
す
る
必
要
の
な
い
）
ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
多
次
元
の
政
党
間
競
争

の
な
か
で
生
じ
て
い
る
文
化
の
政
治
と
同
じ
様
相
を
示
す
も
の
の
、
背
景
に
は
小
さ
か
ら
ぬ
違
い
が
あ
る
。
よ
り
進
歩
的
な
方
向
へ
の

社
会
の
進
化
が
保
守
的
な
反
発
を
生
み
出
し
た
と
い
う
展
開
に
違
い
は
な
く
、
結
果
と
し
て
も
、
競
争
は
社
会
的
な
保
守
と
リ
ベ
ラ
ル

を
意
識
さ
せ
る
文
脈
で
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
要
因
は
異
な
り
、
説
明
に
補
足
が
必
要
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
文
化
的
巻
き
返
し
で
は
、
国
内
で
地
理
的
に
偏
在
し
て
い
る
経
済
の
盛
衰
が
無
視
で
き
な
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
巻

き
返
し
の
起
因
た
る
有
権
者
の
不
安
の
背
景
に
は
、
構
造
的
な
経
済
格
差
の
な
か
の
劣
位
と
い
う
自
己
認
識
が
あ
る
。
こ
の
点
で
有

意
な
亀
裂
が
都
市
と
地
方
の
間
に
存
在
し
て
い
る
。
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
以
来
の
地
域
経
済
の
衰
退
と
い
う
中
期
的
な
枠
組
み
の
な
か
、

二
〇
一
〇
年
前
後
の
金
融
危
機
か
ら
緊
縮
財
政
に
至
る
混
乱
と
生
活
の
苦
境
は
都
市
と
地
方
の
亀
裂
を
後
押
し
す
る
新
た
な
要
素
と

な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
巻
き
返
し
が
、
階
級
政
治
の
後
退
と
い
う
、
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
も
関
わ
る
先
進
社
会
共
通
の
大
変
動
の
な
か
で
生

じ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
イ
ギ
リ
ス
で
の
巻
き
返
し
の
動
き
は
、
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
台
頭
が
想
定
さ
れ
が
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農
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（
若
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邦
弘
）

三
四

ち
な
大
都
市
圏
で
は
な
く
農
村
地
域
の
動
き
と
の
関
係
が
強
い
。
そ
こ
は
、
保
守
党
と
い
う
主
要
政
党
が
歴
史
的
に
保
護
し
て
き
た
空

間
で
あ
る
。
農
村
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
脆
弱
性
は
、
組
織
を
有
す
る
左
派
勢
力
を
欠
く
こ
う
し
た
場
所
で
問
題
化

し
た
。
国
政
の
二
大
政
党
の
一
方
で
あ
る
労
働
党
の
影
は
薄
く
、
政
党
間
の
競
争
は
保
守
勢
力
間
の
争
い
と
し
て
、
あ
る
い
は
せ
い
ぜ

い
「
保
守
党 
対 
自
民
党
」
の
構
図
で
焦
点
と
な
る
場
で
あ
る
。
都
市
の
政
治
に
見
ら
れ
る
構
図
、
す
な
わ
ち
、
社
会
的
リ
ベ
ラ
ル
勢

力
を
ハ
ブ
と
し
て
人
種
・
民
族
的
な
も
の
を
含
む
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
ま
つ
わ
る
政
治
が
組
織
さ
れ
、
保
守
政
治
に
対
し
て
諸
派
が

共
闘
す
る
と
い
う
構
図
と
は
、
全
く
異
な
る
も
の
が
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
。

　

農
村
部
の
ロ
ー
カ
ル
な
不
満
は
エ
リ
ー
ト
批
判
を
原
動
力
と
し
て
、
そ
の
固
有
の
対
照
図
式
と
と
も
に
国
政
に
押
し
出
さ
れ
た
。
農

村
の
地
方
政
治
は
、
都
市
に
お
い
て
保
守
党
と
労
働
党
の
間
で
典
型
的
に
生
じ
る
経
済
（
政
策
を
め
ぐ
る
）
対
立
と
異
な
る
対
照
を
内

包
し
て
お
り
、
二
〇
一
六
年
の
国
民
投
票
は
こ
の
農
村
起
源
の
図
式
を
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
に
新
た
な
政
治
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
投
射
す
る

役
割
を
担
っ
た
。
農
村
の
政
治
は
直
接
的
な
経
済
の
議
論
を
し
ば
し
ば
欠
き
、
歴
史
や
伝
統
、
聖
俗
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
競
争
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
「
過
去
」
の
「
豊
か
な
」
農
村
へ
の
回
帰
の
意
識
、
社
会
の
「
変
化
」
へ
の
危
機
感
が
あ
り
、
そ
う
し
た
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
を

拡
大
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
説
が
構
成
さ
れ
る
。
有
権
者
か
ら
の
支
持
調
達
で
も
、
現
状
の
能
動
的
な
変
革
よ
り
は
侵
略
へ
の
受

動
的
な
防
衛
、
階
級
的
な
連
帯
の
表
明
よ
り
は
（
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
）「
彼
ら
」
と
「
私
た
ち
」
の
区
別
が
適
切
で
あ
る
。

こ
れ
は
人
種
主
義
に
突
き
動
か
さ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
排
斥
の
原
点
も
人
種
主
義
と
は
一
線
を
画
し
て

い
る
。
都
市
に
お
け
る
根
源
的
ま
た
攻
撃
的
な
急
進
性
で
な
く
、
農
村
の
保
守
主
義
に
起
因
す
る
「
よ
そ
者
」
へ
の
状
況
依
存
的
な
警

戒
が
そ
こ
に
あ
る
。
政
治
争
点
を
、
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
よ
う
に
階
級
や
経
済
か
ら
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
延
長
上
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
照
ら
し
た
解
釈
で
定
義
づ
け
る
こ
と
に
、
農
村
の
政
治
は
共
鳴
、
寄
与
し
て
い
る
。
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三
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）

三
五

註
　
　

以
下
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
最
終
閲
覧
日
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
三
年
九
月
三
〇
日

（
１
）	

こ
こ
で
は
英
語
の “rural” 

に
あ
た
る
概
念
と
し
て
便
宜
的
に
「
農
村
」
を
用
い
る
。
こ
の “rural” 

は “urban”

、
す
な
わ
ち
都
市

部
に
対
す
る
反
対
概
念
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
文
脈
で
も
、
主
に
は
耕
作
や
牧
畜
な
ど
の
農
業
が
顕
著
な
地
帯
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

る
が
、
実
態
は
必
ず
し
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
大
都
市
圏
や
地
域
の
中
核
都
市
か
ら
離
れ
て
お
り
、
漁
業
や
観
光
業
が
目
立
つ

沿
岸
部
の
小
規
模
な
町
な
ど
も “rural” 

と
い
う
概
念
に
含
ま
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

(

2) 
Pippa N

orris and R
onald Inglehart, C

ultural Backlash: Trum
p, Brexit, and Authoritarian Populism

 (C
am

bridge U
niversity Press, 

C
am

bridge, 2019)
(

3) 
‘D

ataset Population by C
ountry of B

irth and N
ationality, July 2015 to June 2016 edition’, O

ffi
ce for N

ational Statistics, 2016, https://

w
w

w.ons.gov.uk/peoplepopulationandcom
m

unity/populationandm
igration/internationalm

igration/datasets/populationoftheunitedking

dom
bycountryofbirthandnationality

(

4) 
Polly Toynbee, ‘B

rexit supporters have unleashed furies even they can’t control’, The G
uardian (13 June 2016), https://w

w
w

.

theguardian.com
/com

m
entisfree/2016/jun/13/brexit-supporters-leave-vote-right

(

5) 

多
様
な
手
法
に
よ
る
研
究
が
こ
の
点
を
指
摘
し
て
き
た
。
以
下
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
。Paul B

. R
ich, Race and Em

pire in British 

Politics (C
am

bridge U
niversity Press, C

am
bridge, 1986); Paul G

ilroy, There Ain’t N
o Black in the U

nion Jack: The C
ultural Politics 

of Race and N
ation (H

utchinson, London, 1987); C
olin H

olm
es, John Bull’s Island: Im

m
igration and British Society, 1871-1971 

(M
acm

illan, B
asingstoke, 1988)
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三
六

(
6) 

O
w

en Jones, ‘The left m
ust put B

ritain’s EU
 w

ithdraw
al on the agenda’, The G

uardian (14 July 2015), https://w
w

w.theguardian.com
/

com
m

entisfree/2015/jul/14/left-reject-eu-greece-eurosceptic
(

7) 
Sadia H

abib, ‘B
rexit: brace yourselves for rising racism

 and Islam
ophobia’, The Sociological Review

 (blog) (3 July 2016), https://

thesociologicalreview.org/collections/sociology-of-brexit/brexit-brace-yourselves-for-rising-racism
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施
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-on-the-rise-since-brexit-vote-nationw
ide-study-reveals

(

11) 
‘European em

bassies in U
K

 log m
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es-since-brexit-vote

(

12) 
‘H

ostility tow
ard eastern Europeans in the U

K
 (by B

randon C
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C
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チ
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す
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(
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H
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(
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例
え
ば
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公
営
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居
の
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／
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西
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Ｃ
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セ
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え
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acism

 and Inequality: The Truth about B
rexit’, The R

unneym
ede Trust (28 M

arch 2017), https://w
w

w
.

runnym
edetrust.org/blog/im

m
igration-racism

-and-inequality
(

29) 
Jam

es Pattison, ‘“There’s just too m
any”: the construction of im

m
igration as a social problem

’, The British Journal of Sociology, 
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諸
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懸
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れ
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。
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Ｃ
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懸
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pact of the single European m

arket’, European Journal of Intercultural Studies, Vol.2, N
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懸
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。
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サ
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。
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(
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関
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さ
れ
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ountryside (A

shgate, A
ldershot, 2005), p.93
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(
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れ
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Politics of Xenophobia and Discontent in Rural Communities: A British 
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Summary

This paper explores the origins of the politics of xenophobia currently prevalent 
in the UK. It asserts that recent xenophobia in the UK may have different origins 
to those previously identified in other European countries. The new movement is 
characterised by rural rather than metropolitan areas, where a ‘cultural backlash’ is 
a response to the ‘new politics’. In rural politics, competition over history, tradition 
and secularity is often important, and the conservative nature often manifests itself 
as a passive defence against invasion from outside rather than an active drive for 
reforming the status quo. This cultural nature of rural politics was pushed into 
national politics with the growing criticism of ‘elites’ against the backdrop of 
regional economic disparities between metropolitan and rural areas. The politics of 
xenophobia in the UK is mediated by the one-dimensional adversarial politics of 
the two main parties over the economy, which differs considerably from the cultural 
politics of the countries such as Germany and the Netherlands, where partisan 
competition is often multi-dimensional. In the politics of xenophobia, uneven rise 
and fall of economies between geographical regions cannot be ignored.

Keywords: xenophobia, rurality, social deprivation/exclusion, political disengagement, 
anti-elite


